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小笠原諸島の魚類相と漁獲量の傾向

倉田－洋二Ｔ三村哲夫、草処孝一

「（技術管理部）（小笠原支庁産業課水産係）

1．はしがき…：、_

２調査方法ゲルＪｎｈルール)ｌｊｌ

５・調査結果

１）海域の特性

２）魚類相の概要へ＝

５）慣用語（方言）と和名ハ）

４〉魚種別ｑ漁業別経年漁獲量

５）魚類目録

4．引用文献
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Ｐ

1．はしがき

二戦前の4､笠原諸島の産業は農業と水産業の二大産業によへて形成されその生産額は年によっ

て多少の優劣はあったが、全般的に見て相伯仲していた。返還後ではいち早く進出した漁業老

いにいて丁底魚一本釣γ棒受網漁業等が堂なまれ、これらの漁業が小笠原諸島に拳ける唯一の

基幹産業となっている。このように水産業に対する依存度は極めて高いが現存する'魚類質源を

枯褐することなく恒久的に維持し有効適切に活用することが小笠原の水産業を発展させる6の

上考える。当場ではこれらの問題を解決するために返還後５ケ年間にわ允向夷現地調査した結

果対現存する魚類相の大要と魚獲量の勤行をつかみ得たと,思われるのでここに取りとま|とめて検

>}当をｶﾛえて見た。－;：一ムーｉｕ〕`凡K■(占い{い，ｊヂj/ｊｌｊ

本報告について採集標本の一部を同定していただいた東海区,水産研究所阿部宗明博士、Ｌ/

東京大学水産資料館井田斎博士、現地調査に協力していただいた小笠原支庁産業課水産係長

三河平治、漁業取締船興洋船長浅沼隆他乗組員一同、モーセス・セポレーの各位に御礼申上げ

る。
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２調査方法

魚類相については主として潜水観察、採集を行った他、当場指導船「あずま」及び漁業取

締船「輿洋上漁船水揚物の標本その他によった。又筆者等の潜水観察、採集標本の不足を

補う為に鳥羽水族館片山照男、上野水族館杉浦宏、東京大学水産資料館井田斉、各位の潜水

観察採集リストも併せて用いたがうたがわしい魚類については除いた。

小笠原諸島はいうまでもなく亜熱帯であるため、その魚類相は亜熱帯魚類が多く潜水観察

だけでは種名の同定上多くの未確定要素もあるのでこれらは今後の標本採集によってその正

確を期したい。なお魚種別漁獲量については漁協の資料を用いて検討した。調査期間l調査

海域、調査員等は表１のとおりである。

表１調査日程、ノム１㎡ ６

■Ｆ１方［ コニ･ト

沿うﾄﾞ1]４５丘這度ｌＳ４４４王６Ｆ
言出洋二、高橋萩之介、広瀬鼻

沼和４６－年度１s４６虫 ￣汁

5．調査結果

１）海域の特性

Ｔ>東京の南方約1,UOOKmの大平洋中に散在する小笠原諸島の島向は南北に孤立し北端の

聟島列島一の岩から南端の沖の鳥島迄、北緯２７匙２０．２５’の４２０Kmにわた句ている。

孤島とはいえと江をとりまく海域は黒潮及び北赤道流にかこ左猟,た小笠原環流によって熱

淵､亜熱帯､温帯と連，Ｍヌ小笠原諸島の東に存在する白本海溝から連なる小笠原海溝

（ﾌk深７０００ｍ)は小笠原諸島の海況に複雑強影響を与えていると推定される。～

夏季の表面塩分（’５・）によるとこの海域は高鹸水帯に入り日本近海や、マリアナ海

域に比べて５５～５６妬。と鞘高い。水温ではその中心にある父島二見港内で２０．５～

２６．８．Ｇ年平均２５．６℃と同緯度にある沖縄本島より７月に１５．Ｏ高く２月に２１℃高
い◎

〃
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図1．小笠原諸島をとり注ぐ環境
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2）魚類相の概要

小笠原諸島は直接外洋に接した急届急深が多く、従って沿岸部は岩礁地帯が多く砂礫は

少い、そして場所によっては石珊瑚が着生し、波静かな入江では石珊瑚は良く成長して裾

礁的友礁を形成している。従って魚類相も、沿岸の磯魚類、珊瑚魚類、表中層性の浮魚

類、深海性の底魚類に大別できる。これらを総合すると魚類目録にかかげたように９４科

５８１種となる。最も種類の多い科は、チョウチョウウオ科の４０種、次にスズキ科の

５７種、（うちハタ類が５５種）、ベラ科の２６種、スズメダイ科の２２種、ニザダイ科

の１７種、アソ科の１５種、フエダイ科の１５種、モンガラヤワハギ科の１１種、サバ科、

、

－５－



クモハゼ科、フグ科の１０種でその他の科では７～１種である。

父島二見港や母島沖港のような静かな入江にはミズン（ヒライワシ）の大群、メアジ

の大群が見られる。外洋に接した岩礁地帯や石珊瑚の着生した場所ではテンヂクイサキ

（ササヨ）の大群が最も多く見られ、次にクロハギ類ＡｃａｎｔｈｕｒｕｓＩｅｕｃｏｐ２－

ｒｅｉｕで伊豆諸島の海に見られるニザタイの如く群を作る。石珊瑚の着生の多い場所

や礁を形成する浅所では、多くのチョウチョウウオ類、ベラ類、スズメダイ類、ニザダ

イ類が多く、梢深所ではヨスヂフェダイ、ノゴギリダイ、ヒメヂ、ヒプダイ、その他の

プダイ、アイゴ類が群をなして移動している。岩礁間や、石珊瑚を棲場とする群をなす

ものにロクセンスズメ、シコクスズメ、その他のスズメダイ類、イポハヤやサイサンゴ

の樹間を棲場とするものでは、ヒトスヂリュウキウスズメフタスヂリュクキウスズメ、
美しいセナスヂゴンペ（仮称）等である。単独又は数尾で比較的良く眼につく魚類では、

海蝕洞中に、ネムリプカ、ヒラガシラ、イソマプロ、二見港内でアカシニモクザ〆、砂

地には巨大なウンェハアカエイやヒラメ科の唯一種モンダルマカレイがしばしば見ら

れる。ヘラヤガラ、イットウダイ類、アカハタ、バラハク、ホウセキハタ、キヂハタそ

の(tiy､タ類、コシヨウダイ類、タテジマキンチヤク、キイロハギ、イシガキフク等は岩礁
間や珊瑚礁間に最も良く見られる。

沿岸の中層を群泳するのは、クマササハナムロ（シマムロ）、ウメイロモドキ、クサヤ

モロ、海面近く沖合の表層を泳ぐものは、トビウオ類、カツオ、稀にはイトマキエイ、
中層ではオキザワラ、マクロ類である。

』

「

表２科別。種類数

目一戸〒丁字￣~〒種類数

４０

５７

２６

２２

：；．．‘‘

１７

『、

１５

科
へ

－－－_

チョウチョウウオ科

スズキ科（ハタ類５５）
ぺ～..－￣－．．．ｺ．．、

ベラ科
･ｉｎ・・・
・`…。,：.-。．･

スズメタ・イ科
fぱばiへ‐》ｆ笠
ニザダイ科

．、‐－，．割．‐．､・

ア，ﾉ科
｡.－゜と.蓮・￣？．。．‐
‐.‐・～・‐．」：．..．←

フェダイ科

か皇ｊ;いふミ

モンガラカワハギ科

LＰ

Ｉ
.？づ 、_ＳＦ

１５

ｊ；．卜

１１

`５．．２~

『．？･･：

Pb

､.､ ０８．
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数
０
７
．
６
５
４

類種

科 名

サバ科、フク科、クモハゼ科

ウツボ科、ブダイ科エ

イソギンポ科

アカエイ科、イットウダイ科、ヒメジ科、テンヂクダイ科、タカサゴ科、イサキ科、

マカジキ科、フェフキダイ科、ハコフグ科、フサカサゴ科

ドチザメ科、メヂロザメ科、ニシン科、トビウオ科、メヂナ科、カワアナゴ科、ゴン

ペ科、タカノハダイ科、アイゴ科、カワハギ科、イザリウオ科

ネコザメ科、トピエイ科、カタクチイワシ科、ウナギ科、ウミヘピ科、サヨリ科、ヤ

ガラ科、ヨウジウオ科、ボラ科、キントキダイ科、ユゴイ科、イスズミ科、タイ科、

メイチ蕊ｲ科、シマイサキ科、ハリセンポン科、オニオコゼ科

トラザメ科、シュモクザメ科、ネズミザメ科、オナガザメ科、ノコギリザメ科、イト

マキエイ科、ギンザメ科、ヒメ科、エソ科、ゴンズイ科、アナゴ科､タヅプミンノー科

ダツ科、サンマ科、ヘラヤガラ科、キンメダイ科、ギンメダイ科、トウゴロウイワ

シ科、カマス科、ツパメコノシロ科、ンイラ科、シマガソオ科、イポダイ科、エポ

シダイ科、ハタンポ科、マツダイ科、カワピッシャ科、タナパタウオ科、クロサギ科、

カクレウオ科､イタチウオ科、カワスズメ科ＭＷ<〆ウオ科、カゴカキダイ科、ツノ
:；．､パ０．.

ダン科、ウチワフク科、イトマキフク科、マンボウ科、セミホウポウ科、ヒラメ科、

ダンゴオコゼ科、アカグツ科

５
１１１

２

▼ １

主な魚類について述べると次のとおりである。
■P､0.-‐0９■｡.〃.４．．．．７．．､

サメ類、８科、１５種の内、アカシュモクザ〆とネムリプカカョ最も眼'てつき、ヒラガ

ンラも多い。
句
】

ｱｶﾝｭﾓｸｻﾞﾒSphyrnarewini

父島二見港内に夏季来遊する。１～数尾で表層又は中層を群泳し湾奥の二見岩附近
・､.？Ｉ・

迄接岸する。倉田は二見岩沖で潜水中水深１５，，２で６尾の群を発見した。おとなしく人

をおそうことはないようである。魚体の大きさは全長５ｍ前後であり、回溢と前后して

全長６０，１の幼魚がひんぱんに二見港内で釣獲されることから、アカシュモクの接岸は

産卵回勝と`思われる。

－５－



Lｒ

ＴｒｉａｅｎｏｄＯｎｏｂｅｓｕ８ネムリプカ

戦前はアイザメと呼ばれていた。干潮時タイドプールになる岩礁間やく海蝕洞、珊瑚
：`.１．K、‘

礁間に多くは数尾で静止している。父島列島の南島にある袋z皆はサメ池と呼ばれ、特に多

く襟する、又母島列島の沖港､平島、ムコ島列島のムコ島にも多い６－式１，／

エイ類５科、８種のうち、ウンェイが最も多くマダラトピエイは珍らしい。、

…．．”．…_ム

ウシエイＤａｓｙａｔｉｓｕｓｈｉｅｉＪＯＲＤＡＮｅｔＨＶＢＢＳ－

／岩礁間や砂地に多く昼間は静止していることが多いく巨大な個体が多くその勝泳は見
・・｡．.、､..`･

事である。

マダラトピエイＡｅｔｏｂａｔｕ８ｎａｒｉｎａｒｉ（EUPHRASEN）
〃

美しいエイで父島二見港内で１尾発見された６

オオウナギＡｎｇｕｉｌｌａｍａｒｍｏｒａｔａＱＵＯＹｅｔＧＡＩＭＡＲＤ
７

遠山（１９５８）によればマウナギとオオウナギが生息するというが、オオウナギが

父島の八瀬川、兄島、母島沖港等の小河)Ⅱで生息するのが見られた。恐らく他の小河)||に

も分布するものであろう。

淡水魚類

オオウナギの他にハゼ科の魚が兄島、父島の入瀬川、扇村の小河川、母島北村の衣川

に生息する。父島八潮川のハゼ科の魚にはシロダポ、クロダポと呼んでいるが前種は不明

で後種はドンコ、兄島産ではポウズハゼである。父島の八潮川にはカダヤシが戦前

（１９２５）鰹餌料として三重県から支庁の手により移植され多数繁殖している他カワ

スズメ（テイラピアＭ戦后米軍の手で移殖している。

ハナヒゲウソ茂RhinomuraenaamponenSisBARlBOUR

．，本種は母島列島、平島近海の水深１２ｍで発見し採集した。遊泳には著しい体の蛇行

運動が見られたほか、採集後の水槽内では渦巻状に輪を作り、あたかも巻いたリボンのよ
゛．．：

うでその美しさは眼をみはるものがある。日本近海の記録は庵美大島（１９６０）で、そ
？，,.

~の後同島】から再度も発見され、（１９７０）その興味ある生態が写真に記録されている。

小笠原諸島の採集記録は本邦における２度目の報告である。
．.ｉ１

－イスズミ科Ｋｙｐｈｏｓｉｄａｅ

刀

テンヂクイサキとゴクラクメヂナの２種が生息している。両種ともに現地ではササヨ

と呼び、ゴクラクメヂナは冬季ハパノリか生育するとこれを餌に釣獲するという、一方テ

ンヂクイサギは欧米系日本人はＢｅｔｈと呼ぶ、テンヂクイサキには体色の個体変化が多

－６－



＿〈、群れの中には鮮黄色の個体、白色の個体Ｍまだらの個体等が見られる、鮮黄色

のテンヂクイサキについては古くから記録がある。阿部喜任（１８４;２)によると

「扇〈ササ魚と八丈人のいふものあり鯛に似て色サバの如く、一種の臭気あり、皮を

去れば臭気やや軽し、鯛に似て黄色なるものあり、予黄金鯛と名づく。在島の英人に

問えばエルロウ（黄）フィズ（魚）と答ふれども全く英語と屯思はれず」テンヂクイ

サキとイスズミは筆者が伊豆諸島で観察した結果によれば、伊豆諸島～小笠原諸島に

かけて両種ともに分布しており、両種ともにササヨと呼ばれている。量的（資源的）

にはテンヂクイサキが多く見られ、イスズミカ沙ない、特にイスズミは伊豆諸島から

小笠原諸島で見ると、北に多く南に少ない傾向が見られる。これに比べてテンヂクイ

サキは南に多く、烏島ではほとんどテンジクイサキであり、小笠原諸島でも同じであ

る。テンヂクイサキの産卵期は烏島では春、イスズミは夏季（伊豆諸島）である（倉

田検）、伊豆諸島ではテンヂクイサキの稚魚が６月～８月に出現する（倉田検）、日

向灘では６～１１月（松田１９６６）、伊豆半島諸島では７～１０月（井田１９６７）
である。

チョウチョウウオ科Ｃｈａｅｔｏｄｏｎｔｉｄａｅ

珊瑚礁魚類の代表魚であるチョウチョウウオ科の魚類は４０種に達した。今後の調査

査によって更に増加するであろうが、小笠原近海をとりまく周辺の紀州、沖縄§ヒリ

ッピン、マリアナ、マーシャル海域と比べて見ると図２のとおり各地域と共通穂は紀

州、沖縄、マリアナ、マーシャル、ヒリッピンの順となり総ての海域との共通種は

１７種である、小笠原近海をとりまく海流を考えると興味深い。

トビウオ科Ｅｘｏｃｏｅｔｉｄａｅ

多数の種類が分布回勝していると推定されるが、今迄に４種類が確認された、最も

重要な種類はオオメナツトピＯｙｐｓｄｕｒｕＳａｎｔｏｎｃｉｃｈｉで、次にマトウトピウオ

ＯｓｐｉＩｏｐｔｅｒｕｓである。硫黄列島に春季産卵回勝する他、父島列島から夏季

季は三宅島島近海鎧来遊するが、産業的には硫黄列島以外では漁獲されない、なお南鳥

鳥島でも大群が見られるというのでこれらのトビウオ類は亜熱帯性のトビウオ類といえよう。

ダンゴォコゼＣａｒａｃａｎｔｈｕｓｍａｃｕｌａｔｕｓ（ＧＲＡＹ）

１９５５年高知県沖の島より採集され蒲原稔治博士によりダンゴオコゼと新和名を

つけた稀種で全長５cmの小魚である。造礁サンゴの樹間に生息し日本以外ではインド

洋、ハワイ、フイジー、サモア、パウモツ、ニウギニア、オーストラリア東北部に力＞

丁

幻

《

－７－…



けての熱帯や亜熱帯に知られる。小笠原諸父島は新産地で日本における二度目の記録

である。
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表5．昭和４５年漁獲量
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表４昭和４４年漁獲量
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表５．昭和４５年漁獲量
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計

４１．５６２．６

5.551.0

１４，８１９０

３９２８．５

１，６０４.Ｏ

Ｈ１ｂＯ５５.５

１，３８１．０

２，９７７５

５９２，５

６，７５９０

２，４２４，０

１２，０５５．２

１０８０

４，９７５．９

４１６．５

45,795

102105.7

２４２７１７

１０４００

２９２９２０

６０４．７

５５，５７１．４

８８４．０

９５０５

４６７５，

６０６．５

１２１１１０，８７

２，０４１．０

１，５

２２１．０

１５８０

５３．０

4，１５２．１

２２５．０

４７１．５

２４０．５

１５２０

２４６．５

５２５

４４１．５

５７ス５

８０８．０

２６５．０

９０１．５

2,62’５

１，０５０．５

２，１６１．５

１８４．５

５'５

４１５．０

１４Ｚ５

４７４．０

ス０１５．５

２２５．０

５，９８Z5

４５２．５

２０１．５

１ズ５

4，７６８．２

２４５０５

４，１４８．０

５８，０

２４６．５

９０．０

１５００

１５．０

１，０５４５

５２，５

１，１５８５

１５１．０

１５８．５ ５１１．０

、

７６１．０

５０５．０

１．４７９７

９５２５

１５３０

１，５８１．０

４００５

１８．５

６６５．０

１１．０

５５５.Ｏ

Ｚ５

１７７，

４，３９６５

１１１．０

､

５２４．５

１５

５５２０

３，５９ズ４

４５．０

２４４５

２４４５

２８９５

２８１５

５８３４

１５１．０

５２２５

１０，８６０．６

２９８，０

５４．５

７６．０

２２５．５

２５．０

１６０．０

１２，７０６２１５，０８５，５ｽ７５６．０

１１１．５6４２５７５１０１８４，９

1，５４５５4，７４６．５

１２５

１５B5Z5

２ス７

1，７０５．０

２１．５

４４２．５

２７０．０

８２５．５ 5，４０８．５ 1，４５５．２1，９０９４ １４，６２４，２

Ｚ１１６．０

４５，９２１．５２２，２７８．５ １５．８０６．５1，１７７５１ス７９５．０

４５，９２１．５１５，８０６．５ス７９５．０ ２２，２７８．５M7z5

２１，２４８．６

２０２７６１２２５，４９５．４５４，５９４．１２５，９０９５５０，８８５．０２６６５．４5，２２０．０
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5）慣用語（方言）と和名

阿部（１８６．２）によって記録された魚名はフカ、サメ、クロダイ、ボラ、タイ、イワ

シ、カツオ、ブリ、ミチ、沖アメササ魚、トンピエイ、ムナギ、イエロウ･フェイスの１４

種である。吉原（明．５４）は４７種、遠山（昭．１２年）は５５種を記録している。通過

后に筆者等は５７種を記録した併せて整理した結果、慣用語は８９種で和名と対比して明

らかな屯の７５種、標本が入手できず和名と対比できをかつたもの４５種となる。

慣用語の多くは小笠原の移民の歴史と関連し、伊豆諸島、特に八丈島の慣用語が多く、

又紀州等の慣用語も見られる。これらの解説については別に述べたい。

Ｐａ

表6．慣用語と和名
ウ
ジ

オウト

ギ
シ
チ
ゴ
：
イ
ヨ
リ
パ
；
サ
ラ
イ
ロ
チ
チ
オ
イ
ポ
イ
ウ

ハ
ワ
ト
サ
グ

ー》ゴ、｛》特窄辨》汀》》一一｛一一一》
卜
メ
マ
マ
モ
ヨ
ー
フ
ロ
ロ
グ
鋼

Ｐ

オキア

オキカマス

オキザワラ

オ ゴ

オジイサン

オジロ

オデコ

オピンメ

オナガ

カツオフク
■

古
ソ
レ
コ

カチヨ

カツポ

力 ノ

カプトダイ

カ
ジ
ヌ
ギ

カーマツ

力〆ア
0

カリキ

カンナ
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IIJJmEIJTLl
慣用語

ィソポラ

イソマス

ィソモロコ

イトヨリ

ウツポ

ウマヅラ

ウミダポ

ＩウミヘP～ピ

エイ、ゾウ

ヱィロウ

ヱサトリ

ヂ．．〃

ネコク‘ワズ

ハイトピ

ハナオコゼ

バラ）フグ

ハチヂョウササヨ

ハリブグ

ジ、、ロ一

ヒーャ，メ

ソネトウー

タカペ

タチミダトイ

タパコィーレ

タンゴヨ

タンゴョウ

チイキ

チキリ

チギ

ヂャウナTギ

ドウヌケダイ）

トヨカサゴ

トラギス

トピハゼ

トンピエイ

メグミマ

メンチギ

ャガ

モロコ

ニビンツキ

ヨソパリ

レンロダイ

メガネハギ

エソ類

カワハギ

キス

ギチ

ギンメ

クチピダイ

クマノミ

クロダ〆イ

クロタ・ポ

クロプダィ

コケザワラ

コケラィワシ

コツペラ

コモンカサゴ

コモンダイ

ヒメハギ

ヒレナ‘ガ

ヒラメ

フカ

ブリ

ー＜ タ

ホンアジ

ミポ－夕

ラ
キ
類

ポ
ピ

汀
チ
タ

ウ
オ

フ
ア
ハ

ｺスヂイシモチ

フエフキダイ

スズキペラ

ウツボ類

カワハゴ瀬

エ ソ類

ドンコ

ブスダィ類

オニカー室ス

オガサワラトウゴ．

少、タンポ

アォーベラ

アオベルラ

チョウチョウウオ

ロクセンス

釘スズメタオ

ァオペーラ

アヤトピウオ

ミノカサゴ類

ハリセンポン

イヱズミ類

インガキフグ

ホウキハェク

オャオ狼上（メ

乙

い

カワハギ類

ノコギリダイ

イサゴハタ

タ

ホウセキハタ

ウケクチ

コパンアジ

ァィゴ類

モンタフレマガレイ

サ〆類

カンパチ

テンヂクイサギ

メアジ

ウ､メイロ キダイ

4）漁業別、魚種別漁獲量

返還後開始された漁業種類別、魚種別漁獲量の変化を図５，表５～５に示したとおりで

ある。４５年では諸種の事'情で漁業に専心できたかったが、４４年には精軌道にのり沿岸

漁業から沖合（火山列島）'、トビウオ流刺網漁業に出漁している。４５年もほぼ同様で

ある爪漁獲量の増減を単に見て比較するにはその背景となる社会事情が不安定であるの

でまだ正常な状態とはいいがたいが一応比較してみた。

L－１５－



漁業種別には聟島、父島、母島近海で操業する底魚一本釣曳繩、棒受網が主で前２者は

周年、後者は秋季に操業する。又春季に流刺網、冬季に延繩か操業される。各年別に見ると

次のとおりである。

(i）昭和４３年の漁獲量、１０～１２月の５ヶ月間に６４．７トンを水揚げした。主要漁業が

底魚一本釣であるので底魚類の水場が最も多く２４トン（５７冊）、次に曳繩でサワラ、

マグロ類が２１トン（５２筋）、棒受網でクサヤモロ、その他が２０トン（５１冊）であ

る。魚種別に見ろと２２種÷その他で、この内カマスサワラが１９トン、クサヤモロが

１８トン、ハマダイがz７トン、その他となる。

(Ⅱ）昭和４４年の水揚量、１－１２月に２０９トンが水場された。底魚一本釣で８２１トン

（５９弱）、曳繩で５８５トン（２８筋）、棒受網で１４．５トン（７妬）、刺網で５４６

トン（２６妬）、延繩で０．５トン（０．１妬）、となる。魚種別に見ると回溌|生のトビウオ

類が５４６トンで最も多く、カマスサワラが４，５トン、底魚類のハマダイが４８７トン、

クサヤモロが１５．９トンとなる。その他ホウキハタ４．５トン、キダハマツダイが各５．６

トン、オオヒメ５．７トン、ヒメダイ５０トンその他の底魚４．７トンである。回勝性のキハ

ダマグロ８．６トン、その他である。

(１１１）昭和４５年の水揚量、１－１２月に２０１７トンと前年より僅かに少ない。底魚一本釣

で１０２．１トンとその前年より２０１トン増加した。曳繩では５５．４トンと前年より減、

延繩でマグロ類が７１トンと前年より著しく増加流刺網でトビウオ２１．２トンと前年よ

り大巾に減少した。魚類別に見ると底魚類のハマダイが４１．４トンと前年より少なく、ヒ

メダイは１４．８トンと前年より増加、ホウキハタが１２トン、キダイが6.8トン、カンパ

チ５トン、ハナフエダイ５．９トン、オオヒメ５．５トンである。回勝魚ではキハダが減少し

２４トン、ピンチョウ、カマスサワラか２２５トンといずれも減少した。一方クサヤモロ

は４５９トンと前年より著しく増加したが逆にトビウオ類は２１．２トンと減少した。

【

４
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オ［

棒受網

一２０．３

棒受網

一２０．３魚
釣

底
本

，
一

ｔ

６４７

ｔ

２５．８

￣曳網

２０７」

５

Z)1Tロ１．８

●ず

昭和４４年

唾延縄０．５
－－＞

１
ｔ

２１０．０

刺一僻

５４．６

刺一僻

５４．６ ￣曳縄

５８．５５８．５

マグロ８．８

ｓロ１５．９↑、その他1．１ クサヤモロ

棒受網

４５．９

底魚一本釣本釣

ｔ

２０Ｑ８

ｔ

２０Ｑ８１０２．１

iiilfiijiｑ
ｑ
■
■
〃
■

刺
別

/i>延縄Ｚ，
図５．魚種別・漁業別漁獲量
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小笠原諸島産魚類目録

ﾈﾂｰＬザメ科 Ｈｅｔｅｒｏｄｏｎｔｉｄａｅ

1．ネコザメ

2．シマネコザメ

Ｈｅｔｒｏｄｏｎｔｕｓｊａｐｏｎｉｃｕｓ（ＤＮＭＥＲＩＬ）

Ｈ・Ｚｅｂｒａ（ＧＲＡＹ）、

ｈフザメ科 Ｓｃｙｌｉｏｒｈｉｎｉｄａｅ

5．ナヌカザメ ＯｅＤｈａｌｌ０ｓｃｙｌｉｕｍｕｍｂｒａｔｉｌｅＴＯＲＤＡＮｅｔ
ＦＯＷＬＥＲ

シュモクザメ科 Ｓｐｈｙｒｎｉｄａｅ

4．アカシュ;遷久ザメ

ら■ﾛ'

-J夕』51.､

Ｓｐｈｙｒｎａｒｅｗｉｎｉ

ネヅミザメ科 Ｌａｍｎｉｄａｅ

5．ネヅミサメ ＬａｍｎａｄｉｔｒｏｐｉｓＨＵＢＢＳｅｔＦＯＬＬＥＴＴ

オナガザメ科 Ａ１ｏｐｉｉｄａｅ

ｐｅｌａｇｉｃｕｓＮＡＫＡＭＵＲＡ6．オナガザメ Ａｌｏｐｉａｓ

ＢＩｉ

ドチザメ科 Ｔｒｉａｋｉｄａｅ

スホシザメ

8．ドチザメザ

，ネムリプカ

肌ｕｓｔｅｌｕｓｍａｎａｚｏＢＬＥＥＫＥＲ

ＴｒｉａｋｉｓｓｃｙｌｉａＭＵＬＬＥＲｅｔＨＥＮＬＥ

ＴｒｉａｅｎｏｂｏｎＯｂｅｓｕｓ Ｃ

ｈ

メジロザメ科Ｃａｒｃｈａｒｈｉｎｉｄａｅ

ＳｃｏｌｉｏｄｏｎＷａｌｂｅｅｈｍｉ（ＢＬＥＥＫＥＲ）

ＯａｒｃｈａｒｈｉｎｕｓｇａｎｇｅｔｉｃｕＳ（MtjLLERet，』、ｔ

ＨＥＮＬＥ）′

Ｇ１ｙｐｈｉｓｇｌａｕｃｕｓ（ＬＩＮＮＥ）

１０．ヒラガシフ

１１．メジロザメ

１２．ヨシキリザメ
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ノゴ等リザメ科・÷／Ｐｒｉｓｔｉｐｐｈｏｒｉｄａｅ

ＰｒｉｓｔｉｏｐｈｏｒｕｓｊａｐｏｎｉｃｕｓＧＵＮＴＨＥＲ１５．ノコギリザメ

アカエイ科ＤａｓｙａｔＭａｅ

１４．ウシエイＦＬｌｉｊｊＷｊ，～ＤａｓｙａｔｉｓｊＵＳｈｉｅｉＪＯＲＤＡＮｅｔＨＵＢＢＳ
■●

15．ヤツコエイ「:DjJ:ＫｕｈｌｌＭ（ＭＵＬＬＥＲｅｔＨＥＮＬＥ）～～

16．アカエイＤ・ａｋａｊｅｉ（Ｍ・＆Ｈ）

1スマダラウシエイ（マダフエイ）Ｄ・ｍａｃｕｌａｔｕｓ<ＭＩＹＯＳＩ

１８、ツパクロエ:イＧｙｍｎｕｒ,川ｊａｐｏｎｉｃａ（ＴＥＩｖｌＭ１ＮＯＫｅＩｉｉ－
ＳＯＨＬＥＧＥＬ）

▼

トビエイ科笙Ｍｙｌｉｏｂａｔｉｄａｅ

Ｈｏｌｏ;ｒＭｎｕｓｉ｢ｔｏｂｉｊｅｉ（ＢＬＥＥＫＥＲ）

Ａｅｔｏｂａｔｕｓｎａｒｉｎａｒｉ（ＥＵＰＨＲＡＳＥＮ）

Ｚ
1，トピエイ

20．マダブトピエイ

イトマキエイ科； ，Ｍｏｂｕｌｉｄａｅ

●●

jａｐｏｎｉｃａ（ＭＵＬＬＥＲｅｔＨＥＮＬＥ）

’i-7 iJF

21、イトマキエイ Ｍｏｂｕｌａ

/ｊＰｉｊ且／１Ｍノギー／ザ：〆科； Ｏｈｉｍａｅｒｉｄａｅ

22．ギンザメ ＯｈｉｍａｅｒａｐｈａｎｔａｓｍａＪＯＲＤＡＮｅｔＳＮＹＤＥＲ

鋤T…':二子人シシー科１Ａ｡…...,..…... Ｏ１ｕｐｅｉｄａｅ
クノ

Ｓａｒｄｉｎｅｌｌａｊｕｓｓｉｅｕ（ＬＡＯＥＰＥＤＥ）

Ｓ・ｍｅｌａｍｕｒａ（ＯＵＶ１ＥＲ）

Ｈａｒｅｎｇｕｌａｏｖａｌｉｓ（ＢＥＮＭＴＴ）

25.ミナミイワシ壯'二Lj

24・オグロイワシ

25．ミズン し

Iと：カタクチイワシ科Ｅｎｇｒａｕｌｉｄａｅ

26．オオイワジ(シコ,ヒンコ）
（ｌｒＩ

２Ｚオオタレクチノ]洲

Ｔｈｒｉｓｓａｍａｅｒｏｐａ（ＫＩＳＨＩＮＯＵＹＥ）…、〆

Ｔ･ｄｕｓｓｕｍｉｅｒｉ（Ｏ〔ⅣＩＥＲｅｔＶＡＬＥＮＯＩＥＮＮＩＢＳ）

－２０－



ヒメ科 ＡＵｌｏｐｏｄｉｄａｅ

。．イ，.．，。；！
●ｑ

Ｊａ:ｐｏｎｌｃａ（ＧＵＮＴＨＥＲ）２８．ヒムメ Ｈｉｍｅ

エソー科 Ｓｙｎｏｄｏｎｔｉｄａｅ

２１ ＳａｕｒｉａａｇｒａｃｉＬ－ＱＵＯＹ＆ＧＡＩＭＡＲＤ

ゴンズイ科 Ｐ１ｏｔｏｓｉｄａｅ

／／

Ｐ１ｏｔＯｓｕｓａｎｇｕｉｌｌａｒｉｓ（ＬＡＯＥＰＥＤＥ)い
●

50．ゴンズィ

ウナゴギ科Ａｎｇｕｉｌｌｉｄａｅ

５１ウナギ・ ＡｎｇｕｉｌＴａｊａｐｏｎｉｃａ（ＴＭＭＩＮＯＫｅｔ
ＳＯＨＬＥＧＥＬ）

52．オユオウナギ（カニクイ）～〆Ａ･ｍａｍｏｒａｔａＱＵＯＹｅｔＧＡ１ＭＡＲＤ～…
Ｖ

アナゴ科 Ｏｏｎｇｒｉｄａｅ

Ａｓｔｒｏｃｏｎｇｅｒｍｙｒｉａｓｔｅｒ（ＢＲＥＶＯＲＴ）55.ブマアナゴ

ウミヘピ科 Ｏｐｈｉｃｈｔｈｉｄａｅ

Ｏｈｌｏｖａｓｔｅｓｃｏｌｕｂｒｉｎｕｓ（ＢＯＤＤＡＥＲＴ）

ＭｉｃｒｏｄｏｎｏｐｈｉＳ､ｅｒａｂｏＪＯＲＤＡＮ－ｅｔ
ＲＩＯＨＡＲＤＳＯＮ

５４．シマウミヘピ

５５．モンガラドオン

ウソポ科 Ｍｕｒａｅｎｉｄａｅ

ポ
．
、

ポ
ツ
ｉ

ソ
好
ヘ
ポ

ウ
鵠
ポ
ウ
ポ
“
ツ

ゲ
シ
ヅ
フ
シ
…
ウ

ヒ
ウ
ウ
ピ
ウ
ポ
ラ

ナ
う
り
ナ
ピ
ツ
プ

ハ
ト
ユ
ハ
サ
ウ
ゼ

６
７
８
２
０
，
ｍ
２

５
５
５
５
４
４
４

トーＲｈｉｎｏｍｕｒａｅｎａａｍｂｏｎｅｎｓｉｓＢａｒｂｏｕｒ

ＩｊｌＭｕｒａｅｎａｐａｒｄａｌｉｓＴＥ１ｉＵｖＩＩＮＯＫｅｔ
ＳＯＨＬＥＧＥＬ

が〃)〉■ＧｙｉＴｌｎＯｔｈＯｒａＸｌｅｕｃａｓｔｉｇｍａＪＯＲＤＡＮｅｔ…
ＲＩＯＨＡＲＤＳＯＮ

Ｇ・ｍｅｌｅａｇｒｉｓ（ＳＨＡＷｅｔＮＯＤＤＥＲ）

－Ｇ．ｔｈｙｒｓｏｉｄｅｕｓ（ＲＩＯＨＡＲＤＳＯＮ）

いいＧ・ＫｉｄａｋＯ（ＴＥ１ｖｌＭ１ＮＫｅｔＳＯＨＬＥＧＥＬ）

Ｊ１かＥｃｈｉｄｍａＺｅｂｒａ（ＳＨＡＷ）

－２１－



タッブミンノー科 Poeciliidae

45．カターヤン－『へ Ｇａｍｂｕｓｉａａｆｆｉｎｉｓ（ＢＡＩＲＤｅｔＧＩＲＡＲＤ）●■●

ダツ科 ,Ｂｅｌｏｎｉｄａｅ

44．テンジクダツ Tｙｌｏｓｕｒｕｓｍｅｌａｎｏｔｕｓ（ＢＬＥＥＫＥＲ）

サンマ科 Ｓｃｏｍｂｒｅｓｏｃｉｄａｅ

４５．サンマ Ｏｏｌｏｌａｂｉｓｓａｉｒａ（ＢＲＥＶＯＯＲＴ）

サヨリ科 Bｉｅｍｉｒａｍｐｈｉｄａｅ

46．トオザヨリ

ら■

４スナンヨウサヨリ

Ｅｕｌｅｐｔｏｒｈａｍｐｈｕｓｌｏｎｇｉｒａｓｔｒｉｓ（OUVIER）
ｆ

Ｈｅｍｉｒａｍｐｈｕｓｍａｒｇｉｎａｔｕｓ（ＦＯＲＳＫＡＬ）
？

トピウオ科 Ｅｘｏｃｏｅｔｉｄａｅ

４８．アヤトピウオ
〈ｌ

４９Ｌマトウトピウオ

50．オオメナツトピ

Ｏｙｐｓｅｌｕｒｕｓｐｏｅｅｉｌｏｐｔｅｒｕｓ（ＯＵＶＩＥＲｅｔ
ＶＡＬＥＮＯＩＥＮＮＥＳ）

０．ｂａｈｉｅｎｓｉｓ（ＲＡＮＺＡＮ１）

０．ａｎｔｏｎｃｉｃｈｉ

ヘラヤガフ科Ａｕｌｏｓｔｏｍｉｄａｅ

Ａｕｌｏｓｔｏｍｕｓｃｈｉｎｅｎｓｉｓ（Ｌ１ＮＮＥ）

；'

５１．，ヘラヤガラ

ヤガラ科Ｆｉｓｔｕｌａｒｉｉｄａｅ

ＦｉｓｔｕｌａｒｉａｖｉｌｌｏｓａＫＬＵＮＺＩＮＧＩＤＲ

Ｆ、ｐｅｔｉｍｂａＬＡＯ左P左DＢ

52．アオヤガラ
●

55．アカヤガラ

ヨウジウオ科Ｓｙｎｇｎａｔｈｉｄａｅ－－＝－－－－－－￣￣／

Ｄｏｒｙｒｈａｍｐｈｕｓｍｅｌａｎｏｐｌｅｕｒａ（ＢＬＥｊＢＫＥＲ）
.」,.0ケ｛

ＳｙＱｇＭｔｈｌＬＳＳｃｈｌｅｇｅｌｉＫＡＵＰ

54．ヒパシヨウジ
0U

55．ヨウジウオ

－２２－



キンメダイ科 Ｂｅｒｙｃｉｄａｅ

ｓｐｌｅｎｄｅｎｓＬＯＷＥ56．キンメダイ Ｂｅｒｙｘ

卜１

イソトウダイ科ｌｌｏｌｏｃｅｎｔｒｉｄａｅ

５Ｚアカマツカサ
゛.~PUOO

58・ウロコマソカサ～

５，Ｌ:/ウケグチイツトウグイ

60．イツトウダイ

Ｍｙｒｉｐｒｉｓｔｉｓｍｕｒｄｊａｎ（FORSKAL）

Ｍ･ｍｅｌａｎｏｓｔｉｃｔｕｓＢＬＥＥＫＥＲ

Ｏ

Ｆ１ａｍｍｅｏＳａｍｍａｒａ（ＦＯＲＳＫＡＬ）

Hol…ntru．＆pi路liiDlIf舷､:iSOHLEGEL
H・ｓｐｉｎｉｆｅｒ（FORSldL）６１．トガリエピス

Ｖ

ギンメダイ科 ＰＣｌｙｍｉｘｉｉｄａｅ

ｊａｐｏｎｉｃａＳＴＥＩＮＤＡＯＨＮＥＲ62ゲギンメダイ Ｐｏｌｙｍｉｘｉａ

トウゴロウイワシ科 Ａｔｈｅｒｉｎｉｄａｅ

65．オガサワラトウゴロウ Ａｌｌａｎｅｔｔａｆｏｒｓｋａｌｉ（ＲＵＰＰＥＬＬ）

ボブ 科 Ｍｕｇｉｌｉｄａｅ
／

]I/ＩｕｇｉｌｃｅｐｈａｌｕｓＬＩＮＮＥ
,ｉ

Ｃｒｅｎｉｍｕｇｉｌｃｒｅｎｉｌａｂｉｓ（ＦｏｒｓｉｔＡＬ）

６４ボブ

、５．（

65．フウラアイポラ

カマス科 Ｓｐｈｙｒａｅｎｉｄａｅ
１，０』外.．‘・

・も6.゜?--1.

66．アオカマス ＳｐｈｙｒａｅｎａｎｉｇｒｉｐｉｎｎｉｓＴＥＭＭ１ＮＫｅｔ
，ＳＯＨＬＥＧＥＬ

ソバメコノシロ科 Ｐｏｌｙｎｅｍｉｄａｅ

６Ｚツパメコノシロ Ｐｏｌｙｄａｃｔｙｌｕｓｐｌｅｂｅｊｕｓ（ＢＲＯＵＳＳＯＮＥＴ）

サバ科 Ｓｃｏｍｂｒｉｄａｅ

〃

Ｔｈｕｎｎｕｓｔｈｙｎｎｕｓ（Ｌ１ＮＮＥ）

Ｔ・ａｌａｌｕｎｇａ（ＢＯＮＮＡＴＥＲＲＥ）

６８マグロ

6１ビンナガ

－２５－



Ｐａｒａｔｈｕｎｎｕｓｏｂｅｓｕｓ（Ｌｏｗｅ）

Ｎｅｏｔｈｕｎｎｕｓａｌｂａｃｏｒａ（Ｌ、）
●●

Ｇｙｍｎｏｓａｒｄａｕｎｉｃｏｌｏｒ（RUPPIDLL）

ＥｕｔｈｙｎｎｕｓａｆｆｉｎｉｓｙａｉｔｏＫ１ＳＨＩＮＯＵＹＥ
′

Ｋａｔｓｕｗｏｎｕｓｐｅｌａｍｉｓ（ＬＩＮＮＥ）

ＡｕｘｉｓｔａｐｅｉｎｏｓｏｍａＢＩＥＥＫＥＲ

ＳｃｏｍｂｅｒｊａｐｏｎｉｃｕｓＨＯＵＴＴＵＹＮ

Ａｃａｎｔｈｏｃｙｂｉｕｍｓｏｌａｎｄｒｉ（ＯＵＶｌＥＲｅｔ
ＶＡＬＥ)ＮＯＩＥＮＮＥＳ）

ｊ

「
◆
（

』
・
サ

ト
｜
フ
一
プ

チ
ダ
ロ
イ
オ
ダ
ヒ
ワ

グ
ヤ

ウ
く
サ

バ
ハ
マ
く
ソ
ソ
パ
ス

ソ
マ

ル
サ
マ

メ
キ
イ
ス
カ
マ
マ
力

０
１
２
５
４
５
６
７

７
７
７
７
７
７
ラ
ノ
７

マカンキ科Ｈｉｓｔｉｏｐｈｏｒｉｄａｅ１－ｉ６，

．－－－－－－－－－－－－．
，少Ｉケ

マカジキＩＶｌａｋａｉｒａｎｌｉｔｓｕｋｕｒｉｉ（ＪＯＲＤＡＮｅｔＳＮＹＤＥＲ）

クロカゾキ（クロカワ）Ｍａｋａｉｒａｍａｚａｒａ（』．＆Ｓ、）
．；、．：

パンョウカジキＨｉｓｔｉＯｐｈＯｒＵｓｏｒｉｅｎｔａｌｉｓ（ＴＥＭＭＩＮＯＫｅｔ
－，；ｉＳＯＨＬＥＧＥＬ）

メカジキＸｉｐｈｉａｓｇｌａｄｉｕｓＬｌＮＮ通

●

（
】
、
）
〈
）
〃
宛
〔
Ⅱ
）
二
『
，
昨

「
”
・
〃
。
『
〃
〃
”
〃
（
ｕ
汽
血
）
（
】
ｚ
叩
）

Ｖ

シイラ科ＣＯｒｙｐｈａｅｎｉｄａｅ
ｉ；；．。，．↑４－‐、

〆

ＯｏｒｙｐｈａｅｎａｈｉｐｐｕｒｕｓＬＩＮＮＥ82．シイラ

シマガツオ科
一一－－－－－－－戸一

ヒレジロマンザイウオＴａｒａｃｔｅｓ

Ｌｅｐｉｄｏｔｉｄａｅ

ｌｏｎｇｉｐｉｎｎｉｓ（LOW画）85.

アソ科 Ｏａｒａｎｇｉｄａｅ
ゴ●

Ｄｅｃａｐｔｅｒｕｓｒｕｓｓｅｌｌｉｉ（ＲＵＰＰＥＬＬ）

ＤｏｍａｃｒｏｓｏｍａＢＬＥｎＫＥＲ

Ｔｒａｃｈｕｒｏｐｓｔｏｒｖｕｓ（ＪＥＮＹＮＳ）

Ａｔｒｏｐｕｓａｔｒｏｐｕｓ（ＢＬＯＯＨｅｔＳＯＨＮＥＩＤＥＲ）
ト１ ．１ｉＪ１『

ＯａｒａｎｘｅｑｕｕｌａＴＥＭＭ１ＮＯＫｅｔＳＯＨＬＥＧＥＬ

０．ｉｓｈｉｋａｗａｉＷＡＫＩＹＡ

Ｏｏｉｇｎｏｂｉｌｉｓ(FOnnSKjLL）

０．ｊａｒｒａＯＵＶＩＥＲｅｔＶＡＬＥＮＯＩＥＮＮＥＳ

ｊレボツカくソ
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Ｃ･ｄｅｌｉｃａｔｉＳｓｉｍＵｓ（ＤＯＤＥＲＬＥＩＮ）

Ｏ６ｈｅｌｖｏ１Ｕｓ（ＦＯＲＳＴＥＲ）

Ａ１ｅｃｔｉｓｃｉｌｉａｌｉｓ（ＢＬＯＯＨ）
'’

ＴｒａｃｈｉｎｏｔＵｓｂａｉｌｌｏｎｉｉ（ＬＡＯＥＰＥＤＥ）

Ｔ・ｊｏｒｄａｎｒ'ＷＡＫ１ＹＡ

ＳｅｒｉｏｌａｐｕｒｐｕｒａｓｃｅｎｓＴＥＭＭＩＮＯＫｅｔ
ＳＯＨＬＥＧＥＬ

Ｅｌｇａｔｉｓｂｉｐｉｎｎｕｌａｔａ（ＱＵＯＹｅｔＧＡ１ＭＡＲＤ）

９２．シマアジ

９５．オキアジーＩＤ

９４．イトヒキアジ

９５．コバンアジ…

96．ウケィグチコバンアボジＷ

ＷＩカンパチ

９８．ツムプリ

１０

'イ．ポダイ科 Ｓｔｒｏｍａｔｅｉｄａｅ

０●、

jａｐｏｎｉｃｕｓ（ＤＯＤＥＲＬＥ１Ｎ）9１メダイ ＯｃｙＣｒｉｕｓ

エポシダイ科 ～ＮＯｍｅｉｄａｅ
■｢▼。▲_-1●I■

aｌｂｉｉｌａ（MENSOHEN）

》

100エポシダイ Ｎｏｍｅｕｓ

ノータンホ科 ＰｅｍＰｈｅｒｉｄａｅ
■●

ｊａｐｏｎｉｃｕｓＤＯＤＥＲＬＥＩＮ１０１．：ハタンポ Ｐｅｍｐｈｅｒｉｓ

ﾋーメソ‘科：…Ｍｕｌｌｉｄａｅ、ﾕ：
$･がI

ⅡｌＰＳｅＵｄｕｐｅｎｅｕｓｐｌｅｕｒｏｓｔｉｇｍａ（ＢＥＮＮＥＴＴ）ｉ

ＴＰ・ｂａｒｂｅｒｉｎｏｉｄｅＳ（ＢＬＥＥＫＥＲ）…ｊ１ｉ
ｊ－ｌ

～･_」Ｐ.～ＳＰｉＩｕｒｕ６（Ｂ､）

Ｍｒｊ､好Ｐ６ｔｒｉｆａｓｃｉａｔｕｓ（LAO亜Pi)D画）、：､、

》いへ．Ｐ５;:ｃｈｒｙｓｏｐｌｅｕｒｏｎ（ＴＥＭＭＩＮＯＫｅｔ
ＳＯＨＬＥＧＥＬ）

・ｂ.･；し.｡Ｐ-

102．リュウキュウヒメジ
，,ハ矛２

，０５．インドヒメジ

,０４．オキナヒメジ

105．オジサン

,０６．ウミヒゴイ

℃

テンジクダイ科．トヨ:ｗＡＰｏｇｏｎｉｄａｅ

ＡＰＯｇＯｎＪｒｉｎｅａｔｕｓ（Ｔ・＆Ｓ、）
．０６.

Ａ･ｅＩｉｄｅｋａｔａ'ｅｎｉａＢＬ]ＢＥＫＥＲ

Ａ･ｄｏｅｄｅｉｒｌｅｉｎｉＪＯＲＤＡＮｅｔＳＮＹＤＥＲ

Ａ６ｆｒａｅｎａｔｕｓＶＡＬＥＮＯＩＥＮＮＥＳ

ＡｄｓｅｍｉｌｉｎｅａｔｕｓＴＥＷＭＩＮＯＫｅｔＳＣＩＩＬＢＧＥＬ

1ozテンジクダイ

,０８．コスジインモチ

１０Wγオオ亥ジインモチ

１，０．ヒトスジインモチ

1,,．ネンプツダイ

－２５－



マツダイ科 Ｌｏｂｏｔｉｄａｅ

112．マツダイ Ｌｏｂｏｔｅｓｓｕｒｉｎａｍｅｎｓｉｓ（ＢＬＯＯＨ）

キントキダイ科 Ｐｒｉａｃａｎｔｈｉｄａｅ

115．キントキダイ

１１４．チカメキントキ

ＰｒｉａｃａｎｔｈｕｓｍａｃｒａｃａｎｔｈｕｓＯＵＶ１ＥＲ
寺0●.

Ｐ・ｂｏｏｐｓ（ＳＯＨＮＥ１ＤＥＲ）

ユゴイ科 Ｋｕｈｌｉｉｄａｅ

115．トゲナガユゴイ

116．ギンユゴイ…い,'.1
，．１

Ｋｕｈｌｉａｂｏｎｉｎｅｎｓｉｓ（ＦＯＷＬＥＲ）

Ｋ･ｔａｅｎｉｕｒａ（ＣＵＶ１ＥＲｅｔＶＡＬＥＮＯ１ＥＮＮＥＳ）

カワピシヤ科 Ｈｉｓｔｉｏｐｔｅｒｉｂａｅ

ａｃｕｔｉｒｏｓｔｒｉｓ（TEIV(Ｍ１ＮＯＫｅｔ
ＳＯＨＬＥＧＥＬ）

I

117【テングダイ Ｅｖｉｓｔｉａｓ

スズキ科 Ｓｅｒｒａｎｉｄａｅ
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ン
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モ
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ウ
ヨ
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ル
ト
パ
ア
イ
ユ
ゴ
ニ
ア
ツ
シ

ホ
モ
カ

旧
恨
皿
、
四
四
飢
西
必
奴
班
印
犯
引
弧

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

ＡｕｌａｃｏｃｅｐｈａｌｕｓｔｅｍｍｉｎｃｋｉＢＬＥＥＫＥＲ：

ＰｉｋｅａｊａｐｏｎｉｃａＳＴＥＩＮＤＡＯＨＮＥＲｅｔ
ＤｔiＤＥＲＬＥＩＮ

Ｖａｒｉｏｌａｌｏｕｔｉ（FbiRSKAL）

OephaloPholisaurantius

O・ｍｉｎｉａｔｕｓ（FORSKjiL)（VALENOlEMES）,、け．上

０．ｆｏｒｍｏｓａｎｕｓＴＡＮＡＫＡ

ＯＤ

Ｃ･ｈｅｍｉｓｔｉ,ｃｔｕｓＲＵＰＰＥＬＬ

Ｏ･ｕｒｏｄｅｌｕｓ（ＳＯＨＮＥＩＤＥＲ）

０．ａｒｇｕｓＳＯＨＮＥＩＤＥＲ

Ｅｐｉｎｅｐｈｅｌｕｓｈｏｅｄｔｉｉ（BLEEKER）

Ｅ･ｍａｃｕｌａｔｕｓ（ＢＬＯＯＨ）

ＩＤ･ｋｏｈｌｅｒｉ

Ｅ･ｃｈｌｏｒｏｓｔｉｇｍａ(OUVIERetVAIENb1EmES）

ＩＤ・ｍｅｇａｃｈｉｒ（ＲＩＯＨＡＲＤＳＯＮ）

ＥＪｍｅｒｒａＢＬＯＯＨ

■

－２６－



Ｅ･ｈｅｘａｇｏｎａｔｉｌｓ（ＢＬＯＯＨｅｔＳＯＨＮＥ１ＤＥＲ）

ｎ．taWina>'（FORSKAL）鮒

ＥざＭｒＭ１.i:ｂｏｌａ(OUV1ERetVAIEMIENMDS）

Ｅｏｆａｒｉｏ（ＴＨＵＮＢＥＲＧ）
。

Ｅ・ｆｕｓｃｏｑｕｆｆａｔｉｌｓ（FORSKAL）

Ｅごａｋａａｆ:ａ（ＴＥＭＭＩＮＯＫｅｔＳＯＨＬＥＧＥＬ）;<'１

Ｅ・ａｗｏａｒａ（Ｔ・＆８．）

Ｅ、ｄｉａｃａｎｔｈｕｓ（０．＆Ｖ、）

Ｅ・ＴｈｙｃｈＯ１ｅｐｉｓ（ＢＬＥＥＫＥＲ）￣

Ｅ･ｃａｅｒＵｌｅｏｐｕｎｃｔａｔｕｓ（ＢＬＯＯＨ）’１Ｉ
Ｏ

Ｅ・ｓｕｍｍａｎａ（ＦＯＲＳＫＡＬ）

Ｅ・ｐｏｅｃｉＩＯｎｏｆｄ[s(i[nVmmNCKetSqJIEGEL）

Ｅ、１ａｔ'fｆｉａｓＣｉａｔｕｓ（Ｔ･＆Ｓ、）

げＥｄｍＯｒｒｈｕａｃｏｍｅｔａｅＴＡＮＡＫＡ

ＥｄＳｅｊＰｔｅlｆｉｆａｓｃｉａｔｕｓ（ＴＨＵＮＢＥＲＧ）…！

Ｅ・ｆａｓｃｉａｔｕｓ（FORSKjiL）

Ｅ・ａｌｂｏｐｕｎ６ｔＵｌａｔｕｓＢＯＵＬＥＮＧＥＲ

Ｅ６ＴｎＯａｒａ（ＴＥＭＸＩＩＮＯＫｅｔＳＯＨＬＥＧＥＬ）～

ＯｒｏｍｉＩｅｐｔｅｓａｌｔｉｖｅｌｉｓ（ＯＵＶＩＥＲ:ｅｔ－
ＶＡＬＥＮＯ１ＥＮＮＥＳｙ

ＧｒａｉｎｍｉｓｔｅｓｓｅｘｌｉｎｅａｔｕｓｓｅＸＬｉｎＱ２１旦旦：
（FHUNBERG）

ＰｓｅｕｄａｎｔｈｉａｓｔａｉｒａＳＣＨＭＩＤＴ－Ⅱい‘

Franziacheirospilds(BLEEKEItyいi
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キ
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〈
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エ
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サ
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叶
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ハ
が
籾
刑
対
》
ロ
Ｍ
汽
付
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赫
干
材
刎
而
剛
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什
捕
〃
し
一

弘
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乳
孤
弘
矼
犯
醜
如
恥
・
岨
咀
叫
姐
‐
仏
収
咄
収
凪
尹
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１
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１
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１
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１
１
１
１
１
１
１
／
１
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タナパタウオ科 Ｐｌｅｓｉｏｐｉｄａｅ

ｍｅｌａｓＢＬＥＥＫＥＲ

、

;､.『．【
の､?

Ｐ１ｅｓｉｏｐｓ155．タナパタウオ

メジナ科 Ｇｉｒｅｌｌｉｄａｅ

ＧｉｒｅｌｌａｐｕｎｃｔａｔａＧＲＡＹ

Ｇ･ｍｅｌａｎｉｃｈｔｈｙｓ（Ｒ１０ＨＡＲＤＳＯＮ）

Ｇ・ｍｅｚｉｎａＪＯＲＤＡＮｅｔＳＴＡＲＫＳ

156．メジナ

１５スクロメジナ

158．オキナメジナ

-２７－



イスズミ科 ＡＫｙｐｈｏｓｉｄａｅ’:i～パイ⑪

152イスズミ（ゴクラクメジナ）Ｋｙｐｈｏｓｕｓｌｌｅｍｂｕｓ(OUV1ERetlVZLIEbUENNES）

16ｑテンジクイサギＫ・ｃｉｎｅｒａｓｃｅｎｓ（FORSKjkL)～バルニ！…Ｊ<>jル－－’一１

F〕:j則(．ニパー､､が：‘、ﾊﾞﾐ.アー

）クロサギ科Ｇｅｒｒｉｄａｅ～~－－ぃ！

161．ダイィミ,ヨウサギＧｅｒｒｅｓ…．;;）１ｊ… jａｐｏｎｉｃｕｓＢＬＥＥＫＥＲ－“－，

卍了Ｂｉ３ｊｉ、.ｑ､．.,

Ｓｐａｒ２ｄａｅ．（(…ｊにタイ科

Ｍｙｌｉｑｌａｔｕｓ（ＨＯＵＴＴＵＹＮ）

Ｍｏｎｏｔａｘｉｓｇｒａｎｄｏｃ ｕｌｉｓ(F℃REHdL）

162．キヂヌ（キピレ）

16ａヨコギマ,クロダイ

プェフキダイ科 Ⅸ
Ｌｅｔｈｒｉｎｉｄａｅ

164フエフキダイ

165．ハマフエフキ

166．アミフエフキ

ＬｅｔｈｒｉｎｕｓｈａｅｍａｔｏｐｔｅｒｕｓＴＥＭＭ１ＮＯＫ
ｅｔＳＯＨＬＥＧＥＬ

Ｌ･ｃｈｏｅｒｈｙｎｃｈｕｓ（ＳＯＨＮＥＩＤＥＲ）

Ｌ・ｒｅｔｉｃｕｌａｔｕｓ（ＧＵＶＩＥＲｅｔＶＡＬＥＮＣＩＥＮＮＥＳ）

0.8

ｂＵ

ｌ‘

フエダイ科』ん．－Ｌｕｔｊａｎｉｄａｅ
Ｐ

Llftjanu言rivulatus(OUVIIDRetⅦ
VALENOIENNES）

Ｌ､、ｍｏｎｏｓｔｉｇｍａ（０．＆Ｖ、）

Ｌ・ｋａｓｍｉＭ（FORSKjiL）

Ｌ･ｓａｂａｅ（ＯＵＶＩＥＲｅｔＶＡＬＥＮＣ１ＥＮＮＥＳ）～

ＰａｒａｃａｅｓｉｏＩｘａｎｔｈｕｒｕｓ（ＢＬＥＥＫＥＲ）．

Ｐ・ｃａｅｒｕｌｅａｓ（KATAYAMA）

Ａｐｒｉｏｎｖｉｒｅｓｃｅｎｓ(CUVIERetVAIEN｡lENFES）

Ｐｒｉｓｔｉｐｏｍｏｉｄｅｓｍｉｃｒｏｄｏｎ（STE1INDALmER）

Ｐ・ｆｉｌａｍｅｎｔｏｓｕｓ(OUVIERetVAIENU1ENMDS）

Ｐ・ｆｉｌａｍｅｎｔｏｓｕｓｒｏｓｅｕｓ（OASTELNAU）

Ｅｔｅｌｉｓｃａｒｂｕｎｃｕｌｕｓ(CUV1皿BetVALEJNC1ENi､ＥＳ）

Ｔｒｏｐｉｄｉｎｉｕｓｚｏｎａｔｕｓ（VALENO1E)NＮＥＳ）

Ｅｔｅｌｉｎｕｓｍａｒｓｈｉ（ＪＥＮＫｌＮＳルーへ

１６Ｚフェダイ

１６８－イゾテンフェダィ

ドZ..．；.,…ず‐．，.ｉｆＪ

１６９ｌｉ(ヨスゾフエダイ
：’二

170．センネンタイ：

’７１.ウメイロ（ヒワダイ）

172．アオダイ

１７５．アオチピキ

174．ハナフエダイザ
･（．

175．ヒメターイ

１７６オオヒメ

１７Ｚハマダィ

178．シマチピキ

１７１ハチジョウアカムツ

■

－２８－



ノイ『表.熱く‘>科いい…Ｐｅｎｔａｐｏｄｉｄａｅポベで～；Ｉや，｡▲、｡．

180．キダイ

181．ノコギリダイ

Ｔａｉｕｓｔｕｍｉｆｒｏｎｓ（TEMVIIMKetSCHIIEGEL）

:ｉハ,｢かｉＧｎａｔｈｏｄｅｎｔｉｅＸ：ａｕｒＯｌｉｎｅａｔｕｓ（ＬＡＯ】DPＥＤＥ）

,;沙！‐;．:五．？；Ｊｊ（（《１１》ｉ１ｖ捌〆 ｉ、、､ゴノ、､，’叩ぃト

タ,ｨ九サユj料f:；ｉｉｉ＃・ｌＤａｅｓｉｏｎｉｄａｅＬ；、～……

ｒ〃▽
や､

（；、
グ

182．クマササハ犬喬沓口:ｒ

:185．ユメ;ウメイロ
〉４，

１８４．ウメイロモドキ

185．久カサ:ゴ:；Ⅶ

１８６．ササムロ

四！;'『::ｉＯａｅｓルいいｌｌｅＯＵＶＩＥＲｅｔＶＡＬＥ１ＮＯＩＥＮＮＥＳ

ｍ■:ｗ０，ト;ｅ既thrOgaster(OUVIERetV2AIEN3IEMMBS）

（1~Ｋ）Ｃ目､ｊＸａＨｔｈｑｎｏｔｕｓＢＬＥＥＫＥＲ～＞ふい上，恥：

“『ｑ･ＰＣｈｌｒｌｙ１Ｍｚ,ｏｎｕｓＯＵＶＩＥＲｅｔムンムェ｢／八１１￣．

Ｃ、…ru,……LAO伽DllALENCmNNES

ヴ

イトサキ科刈f;にＩぃＰｏｍａｄａｓｙｉｄａｅ
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ー
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曰
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ロ
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■
●
二
『
□
■
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コショウダイＰ１ｅｃｔｏｒｈｙｎｃｈｕｓｃｉｎｃｔｕｓ（ＴＥＭＶＩＩＮＯＫｅｔ
ＳＯＨＬＥＧＥＬ）

アジアコンョウダイ～~Ｐ･ｏｒｉｅｎｔａＭｓ’（ＢＬＯＯＨ）
／

ムスジコンョiウ,ダ{ｲ,斯鮓‘“～Ｐａｉｄｉａｇｒ,aｍｍｕｓ（ＬＩＮＮＥ）～に’１，･-,-シ,■.．。．．｡-:：`

コロダイＰ･ｐｉｃｔｕｓ（ＴＨＵＮＢ]ＢＲＧ）

タマガンラＳｃｏｌｏｐｓｉＳｒｉｎｅｒｍｉｓ（ＴＥＭＭＩＮＯＫｅｔ
ＳＯＨＬＥＧＥＬ）

．，ルルハｊ二，…トーｊ１．１）ｊＪｉ′:ｊ、
．/゛..：：．’

へｉｆ,ぃｉがシ同イサ,キ』科ＬＡ!)い;,Iｒｈｅｒａｐｏｎｉｄａｅ

0,

1.．ムニ〕．

ﾍc

7
q●

192．ヒメコトヒキＴｈｅｒａｐｏｎｔｈｅｒａｐｓＣＵＶＩＥＲｅｔ
ＶＡＬＥＮＯＩＥＮＮＥＳ

１９５、ヨスジシマイサキ～Ｐｅｌａｔｅｓｉｑｕａｄｒｉｌｉｎｅａｔｕｓ（ＢＬＯＯＨ）

：，．ｉ1,爪』ｊ;，ｉ･(１……マ
トPIF？

Ⅶ：ゴンベイ科』？;ﾙﾎﾟ!;ｊ１Ｃｉｒｒｈｉｔｉｄａｅ－：，肝

丑

194．ミナミゴンベイＣｉｍＭｔＬｃｈｔｈｙｓａｐｒｉｎｕｓ（ＯＵＶ１ＥＲ＃ｅ似ih；
ＶＡＬＥＮＯ１ＥＮＮＥＳ）

195．七ナスヂゴンベイ■１Ｗ！…Ｃｉｒｒ,ｈｊｊｔ７ｉｄａｉｅｓｐ－Ｗノ?!；

196．ホンゴンペイトｊ，；~…～Ｐａｒａｃｉ;ｒ１ｒｌＹｉｔｅｓｆｏｒｓｔｅｒｉ（ＢＬＯＯＨｅｔｉＷ:と
．．$Ｉ．｡．．‐

ＳＯＨＮＥＩＤ]ＢＲ）
b2K.1I．-,
Ｆ：に：Ｌ１ｊ１：ヘアｗ､ｍｌｉ（（～…！｝ハ、

“ｊ；…；．．'＿．：､ＪＬＪ.：

旧人:;いⅢ妃）化グハカハ､ダ証:科叶;：,～Ａｐｌｏｄａｃｔｙｌｉｄａｅ

。

19スタカハヅ゛ｒｆｉｗ↑
◆

198．エウダチタカノハ

Ｉ１ＧＯｌｎｉｉＳＭｕｓｚｏｎａｔｕｓ（ＯＵⅥＥＲｅｔ、
ＶＡＬＥＮＯＩＥＮＮＥＳ）０Ｃ

Ｇ･ｑｕａｄｒｉｃｏｒｎｉｓＧＵＮＴＨＺＲ

－２９－



●Ｃ

Ｇ･ｚｅｂｒａ（ＤＯＤＥＲＬＥＩＮ）191ミギマキ

：|ヅルヘル‘」･｛
’Ｏ

Ｌ.｡,-.0F

１，

イソギンポ科 Ｂ１ｅｎｎｉｉｄａｅと.」

２００.テンクロスゾキンポＡｓｐｉｄｏｎｔｕｓｍａｒｏｕｂｒａｅ（ＯＧＩＬＢＹ）

201.クロスゾギンポーシＡ・ｓｔｒｉａｌｕｓ（ＤＡＹ）

2,2.～ニヅギンポＤａｓｓｏｎｔｒｏｓｓｕｌｕｓ（ＪＯＲＤＡＮ；ｂｒＳＮＹＤＥＲ）

2歯;ツネギンポＪ１～Ijst:ｉＭｅｎ:ｎｉｕｓｔａｎｅｇａｓｈｉｍａｅ（ＪＯＲＤＡＮｅｔ
ＳＴＡＲＫＳ）・軽

一両暇`｢renosimaも(JORDANetSNYDER）｣…204．カエルウオ１

２０５.ハアミメタテガjミカ平?ｌＬｆウオ：～Ｃｉ:r:rｉＰｅＣｔｕＳｒｅｔｉｃｕｌａｔｕｓＦＯＷＬＥＲ小
『;.）;ハハー､ﾍﾟﾑﾛｰ.

：ﾉ豊ｖ、Ａｕ:+`｡}Ｎハ1ｔ“１，:と.』ｉ;Ｉ，ｊ；：了、１．／?ハｉ
－ｗｉ・かＩｌｊ・

カクレウオ科Ｏａｒａｐｉｄａｅ
５

い(,ＪｏｒｄａｎｉｃｕｓＳａｇａｍｉａｎｕｓＴＡＮＡＫＡ206．カクレウオ

.：--..０１･･.｡▽0

lｆ？

Ｂｒｏｔｕｉｉｄａｅ
ｌＱ

ｍｕｌｔｉｂａｒｂａｔａ､（Ｔ、＆Ｓ６）

イ狭チウオ､科!｛

ＢｒｆＯｉ６Ｕｌａ2ozイタチウオ

P白

’Ｔ；、１，・・
、・・．。』

パ１Ｍい,ｂごいカワアナご科！
■

０ Ｅ１ｅｏｔｒｉｄａｅ

ｏｂｓｃｕｒａ（ＴＥＭＭＩＮＯＫｅｔ
ＳＯＨＬＥＧＥＬ）

ｑｕｉｎｑｕｅＳｔｒｉｇａｔｕｓ（０．＆Ｖ、）

Ｍｏｇｕｒｎｄａ
ず｡

Ｇｏｂｉｏｄｏｎ

208．ドンコ

201コパンハゼ

Ｏｉｉ々､7,~辱□ ０

クモハゼ科 Ｇｏｂｉｄａｅ

Ｐａｒａｇｏｂｉｕｓｆｕｓｃｕｓ（RijPPELL）

…－－－Ｂａｔｈｙｇｏｂｉｕｓｆｕｓｃｕｓ（ＲＯＰＰＥＬＬ）
LDAＰＬＩ‐‐－‘

…～；《」：ｊｌＳｉｃｙｏｐｔｅｒｕＳｊａｐｏｎｉｃｕｓ（TANAKA）
－，．Ｗ.、→‐

ネポ：傘３Ｒｈｉｎｏｇｏｂｉ１Ｕｓ，ｇｉｕｒｉｎｕｓ（ROTＴＥＲ）
1,｣ＺＹＬＦ

"、－－訂ｲﾉi'Aboma“Ｑｔｉ９ｅ:ｐｓ（H1LG]BNDORF）

Ｐｔｅｒｏｇｏｂｉｕｓｖｉｒｇｏ（ＴＥＭＩｍＮＣＫｅｔ
ＳＯＨＬＥＧＩＤＬ）

Ｏｈａｓｍｉｃｈｔｈｙｓｇｕｌｏｓｕｓ（ＧＵ１０ＨＥＮＯＴ）・-8.n.１１－．Ｗ，

Ｓａｇａｎｌｉａｇｅｎ:ｉｏｎｅｍａ（ＨＩＬＧＥＮＤＯＲＦ）、；５？卜・９．
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ピ
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０
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２
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４
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１
１
１
１
１
１
１
１

２
２
２
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２
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２
２

可

ｌｉ〕ｊｊＯｊ；:？ ▲五Ｊ
１７

１；＿；Ｐい、
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カワスズメ科 Ｏｉｃｈｌｉｄａｅ

21ａカワ孟雰ﾒγ;/;(;”Ｉ ＴｉｌａｐｉａｍｏｓｓａｍｂｉｃａＰＥＴＥＲＳ

｡’１~￣-

１（ハノサノノ

ヘバｗ、バスズメダイ科Ｐｏｍａｃｅｎｔｒｉｄａｅ

21,クマノミ燗ルハ：２．

２２０．：ハマクマノミ；峠

221．アマミスズメダイnｍ

『222.．フタオピスズメタイ～
～」.･6､、

225．デ'ミスズメド

224．ネッタイネズメダイノ』

２２５．シコクヱズメダイ．

２２６ミユジリュウキュウスズメ

２２７１ヒトスジリュウキュウスズメ

228．フタスジリニウキュウスズメ

22,ミツポンクロスズメ

250．モンナンオジロスズメダイ

251．ルリホシヱズメタイ．

ＡｍｐｈｉｐｒｉｏｎｘａｎｔｈｕｒｕｓＯＵＶＩＥＲｅｔ
ＶＡＬＥＮＣＩＥＮＮＥＳ

Ａ･ｆｒｅｎａｔｕｓＢＲＥＶＯＯＲＴ

Ｃ･ｉｓｈａｒａｉ（ＳＯＨＭＩＤＴ）

ＯｈｒｏｍｉｓｂｉｔａｅｎｉａｔｕｓＦＯＷＬＥＲもｔＢＥＡＮ

Ｃ・ｃａｅｒｕｌｅｕｓ（ＯＵＶＩＥＲｅｔＶＡＬＤＮＯＩＥＮＮＥＳ）

０．ａｔｒｉｐｅ３ＦＯＷＬＥＲｅｔＢＥＡＮ

ＣｄｄｉｍｉｄｉａｔｕｓＫＬＵＮＺＩＮＧＥＲ

'

ＴｅｔｒａｄｒａｃｌｉＹｎｕｍａｒｕａｎｕｍ（ＬＩＮＮＥ）

ＴゴｍａｒｇｉｎａｔＵｍ（ＲＵＰＰＥＬＬ）

Ｔ･ｒｅｔｉｃｕｌａｔｕｍ（ＲＵＰＰＥＬＬ）

Ｔゴｔｒｉｍａｃｕｌａｔｕｍ（ＲＵＰＰＥＬＬ）

ＰｏｍａｃｅｎｔｒｕｓｆｌａｖｉｃａｕｌａＷＨＩＴＬＥＹ

Ａｂｕｄｅｆｄｕｆｌａｃｒｙｍａｔｕｓ（ＱＵＯＹｅｔ
ＧＡＩＭＡＲＤ）

､

〆

252.イシガキスズメダイーＡ６ｄｉｃｋｉｉ（ＬＩＥＮＡＲＤ）
0

235．シマスズメダイＡ・ｓｏｒｄｉｄｕｓ（ＦＯＲＳＫＡＬ）

254．オヤピツチヤザ■ペハーjＡ６ｖａｌｇｌｅｎｓｉｓ（ＱＵＯＹｅｔＧＡ１ＭＡＲＤ）
〆／

235．ロクセ×スズメダイーヘ；Ａ６ｓｅｘｆａｓｃｉａｔｕｓ（ＬＡＯＥＰＥＤＥ）

256`イハクセンスズメダイトーＯｈｒｙｓｉｐｔｅｒａｚｏｎａｔａ（ＯＵＶｌＥＲｅｔ
（異名＝スジプチスズメダイ）ＶＡＬＥＮＯ１ＥＮＮＥＳ）

：

こ●

０．ａｓｓｉｍｉｌｉｓ（GUNTHER）

Ｃ･ｈｏｌｌｉｓｉＦＯＷＬＥＲ

Ｏ・ｂｉｏｃｅｌｌａｔａ（ＱＵＯＹｅｔＧＡＩＭＡＲＤ）

ＰｓｅｕｄｏｃｈｒｏｍｉｓｘａｎｔｈｏｃｈｉｒＢＬＥＥＫＥＲ
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２
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ベラ科 Ｌａｂｒｉｄａｅ

２４１．イラーｂ〃：

242．タキベラ

245．キソネペラ’

２４４ヒレグロパラ
Ｄノ6,,-
,1‘､７．Ｊ

245．コプダイ

246．ススキベラ

２４Zバプチススキベラ

２４８～ノカマスベラーへ

２４２クギペラハー

250．ヤシヤペラーー：

251．セナスジベラ

252．オトメベラＬ，＿

255．ヤマプキベラ■｛

254．リュウグウペラ肝：

255．ニンキベラ

256．シマタレクチベラ

257【タレクチベラ

258．ササノハベラ

259ホンソメワケペラ

260．ソメワケベラ

261．カミナリペラ

262．ミスジベラｉＴ
Ｌｒへ

265．トカフペラ

264．キュウセン

265．カンムリペラ

266．ムスメペラー

2671ﾐツユベラー

ＯｈｏｅｒＯｄＯＩＴａｚｕｒｉｏ（ＪＯＲＤＡＮｅｔＳＮＹＤＥＲ）

Ｂｏｄｉａｎｕｓｐｅｒｄｉｔｉｏ（ＱＵＯＹｅｔＧＡｌＭＡＲＤ）
'／

Ｂ･ｂｉｌｕｎｕｌａｔｕｓ（ＬＡＯＥＰＥＤＥ）
'’

Ｂ・ｂＩｒｓｕｔｕｓ（ＬＡＯＥＰＥＤＥ）

ＳｅｉｎｉｃｏｓＳｙＰｈｕｓｒｅｔｉｃｕｌａｔｕｓ（ＯＵＶＩＥＲ

Ａｍｍｐ………川｡豈微二NolENNEs）
●I

Ａ６ｃａｅｒＵｌｃａｅｒ１１ｌｅｏ－ｐｕｎｃｔａｔｕＳＲUPPELL

oheilio…`inermis（FoRsKjiL)～

ＧｏｍＰｈＯｓｕｓＶａｒｉｕｓＬＡＯ色P垂加－
．ＪＰ,／

ＣｈｅｉｌｉｎｕｓｔｒｉｌｏｂａｔｕｓＬＡＯＥＰＥＤＥ

Ｔｈａｌａｓｓｏｍａｈａｒｄｗｉｃｋｅ（ＢＥＮＮＥＴＴ）
，少

Ｔ･ＩＵｎａｒｅ（ＬｌＮＮＥ）

ＴｂIｕｔｅｓｃｅｎｓＬＡＹｅｔＢＥＮＮＥＴＴ

Ｔ６ｆＵｓＣＵｍ（ＬＡＯＥＰＥＤＥ）

ＴｏｃＵｐｉｄｏ（ＴＥ１ｍＩＩＮＫｅｔＳＯＨＬＥＧＥＬ）

Ｈｅｍｉｇｙｍｎｕｓｆａｓｃｉａｔｕｓ（ＢＬＯＯＨ）

Ｈ･ｍｅｌａｐｔｅｒｕｓ（ＢＬＯＯＨ）

ＰｓｅＵｄｏｌａｂｒｕｓｊａｐｏｎｉｃｕｓ（HOUTTUYN）

Ｌａｂｒｏｉｄｅｓ・ｄｉｍｉｄｉａｔｕｓ（ＯＵＶＩＥＲＭ￣
ＶＡＬＥＮＯ１ＥＮＮＥＳ）

ｮ51-qUPOh

L・ｂｉｃｏｌｏｒＦＯＷＬ４ＥＲｅｔＢＥＡＮ￣

Ｓｔｅｔｈｏｊｕｌｉｓｋａｌｏｓｏｍａ（ＢＬＥＥＫＥＲ）

ＰｓｅＵｄｏｊｕｌｉＳｔｒｉｆａｓｃｉａｔＵＳＭＪ■ＷＥＢＥＲ

Ｈａｌｉｃｈｏｅｒｅｓｃｅｎｔｉｑｕａｄｒｕｓ（LAOEP重DE）

ＨｊＰｏｅｃｉｌｏｐｔｅｒｕｓ（ＴＥＭＭＩＮＯＫｅｔＳ
ＳＯＨＬＥＧＥＬ）’’

Ｏｏｒｉｓａｙｇｕｌ』ａＬＡＯＥＰＥＤＥ

ＪｕｌｉｓｍｕｓｕｍｅＪＯＲＤＡＮｅｔＳＮＹＤＥＲ

Ｊ･ｇａｉｍａｒｄｉ（ＱＵＯＹｅｔＧＡｌＭＡＲＤ）

召

■

－５２－



プターイ科 Ｓｃａｒｄａｅ

Ｌｅｐｔｏｓｃａｒｕｓｖａｉｇｉｅｎｓｉｓ（ＱＵＯＹｅｔ
～｣ＶＧＡＩＭＡＲＤ）

Ｌ･ｊａｐｏｎｉｃｕｓ（ＯＵＶＩＥＲｅｔＶＡＩＥｍｌＥｍＥＳ）
Ｏ

ＳｃａｒｕｓｇｈｏｂｂａｎＦＯＲＳＫＡＬ

Ｏａｌｌｙｏｄｏｎｏｖｉｆｒｏｎｓ（TElVnVIINOKet
口ＳＯＨＬＩＤＧＥＬ）

Ｃ・ｆｏｒｓｔｅｎｉ（ＢＬＥＥＫＩＤＲ）

０．ｏｅｄｅｍａＳＮＹＤＥＲ

Ｏ・ｌｕｎｕｌａＳＮＹＤＥＲ

268．ミゾレプダイ

269プダイ

270．ヒプダイ

：．、

271．アオプダイ

272．イチモンジプダイ

275．コププダイ

274．ツキワダイ（オウムダイ）

１１F

ツパメウオ科 Ｐ１ａｔａｃｉｄａｅ

Ｐｌａｔａｘｏｒｂｉｃｕｌａｒｉｓ（ＦｏｒｓＭ１）275．ナンヨウツパメウオ

、

カゴカキダイ科 Ｓｃｏｒｐｉｄｉｄａｅ
一一．．、o－ｑＬ

Ｍｉｃｒｏｃａｎｔｈｕｓｓｔｒｉｇａｔｕｓ（ＯＵＶＩＥＲｅｔ
ＶＡＬＥＮ１０１ＥＮＮＩ１】Ｓ）､.◇op1ｍ

276．カゴカキダイ

チョウチョウウオ科 Ｏｈａｅｔｏｄｏｎｔｉｂａｅ

277：キンチャクダイ

.1..1

278．タテジマキンチャクターイ
（ハマキンチャクダイ）

27'ワヌケヤッコ

・；！.．、・

280．サザナミヤッコ(ゲッテg/ﾔｯｺ）

281.シテンヤッコ

282．ニシキヤソコ

285．アプラヤソコ

284．ナメラヤッコ

：，．,＞'．ｆｉ：

285．ヘラルドヤソコ

，…か｝ｉイト

286．コガネヤソコ

28Zレンテンヤソコ

．’；

281フエヤソコターイ
，7,

290.…～？ｗ'7

OhaeM…ppllMiiR職t:{･錨f屋GEL）
Ｐｏｍａｃａｎｔｈｕｓｉｍｐｅｒａｔｏｒ（ＢＬＯＯＨ）

Ｐ･ａｎｎｕｌａｒｉｓ（ＢＬＯＯＨ）
｡｡`､!｡'｡-~↓､-｡［』-.,゜、.

Ｐ・ｓｅｍｉｃｉｒｃｕｌａｔｕｓ（ＯＵＶＩＥＲｅｔ

ｎ～■VALENO1pNWIES）
IJOｌａｃａｎｔｈｕｓｔｒｉｍａｃｕｌａｔｕｓＬＡＯＥＰＥＤＥ

ｉ、

Pｙｇｏｐｌｉｔｅｓｄｉａｃａｎｔｈｕｓ（ＢＯＤＤＡＥＲＴ）
．､へ:～ｊＪｌノ

Ｏｅｎｔｒｏｐｙｇｅｔｉｂｉｃｅｎ（ＣＵＶＩＥＲｅｔ
ＶＡＬＥＮＯＩＥＮＮＥＳ）．;ｔｏ’

０．ｖｒｏｌｉｃｋｉ（ＢＬＥＥＫＥＲ）
．．：、

０．ｈｅｒａｌｄｉＷＯＯＤＳｅｔＳＯＨＵＬＴＺ

Ｏ･ｆｌａｖｉｓｓｉｍｕｓ（ＯＵＶＩＥＲｅｔＶｎｌＥＭＩＥＮＭ２Ｓ）

０．ｆｉｓｈｅｒｉ（ＳＮＹＤＥＲ）
I,.、､

０．ｂｉｃｏｌＯｆ、（ＢＬＯＣＨ）

Ｆｏｒｃｉｐｉｇｅｒｌｏｎｇｉｒｏｓｔｒｉｓ（ＢＲＯＵＳＳＯＮＥＴ）

０．ｔｒｉａｎｇｕｌｕｍＯＵＶＩＥＲｅｔＶＡＩＥＮＯ１ＥＮﾄＥＳ

、

－５５－



291．ヤリカタギＯｈａｅｔｏｄｏｎｓｔｒｉｇａｎｇｕｌｕｓＧＭＥＬＩＮ

２９２・スミソキトノサマダイ０．ｐｌｅｂｅｉｕｓＯＵＶＩＥＲｅｔＶＡＬＥＮＯＩＥＮＮＥＳｑｂ０９

『．；ｊ、

295．フウライチヨウチヨウウオ０．ｖａｇｕｂｕｎｄｕｓＬＩＮＮ]巴
｡ﾄDC

294．カガミチヨウチヨウウオ０．ａｒｇｅｎｔａｔｕｓＳ．＆Ｒ、
.．！．｡！：：.,

．」6.2-

295./､ｸﾃﾝｶﾀｷﾞ0.reticulatusOUVIERetVALENCIENNES
,Ｉ１５ （r､,

,.Pl

216i:ﾂﾞゲンロクダイ０．ｍｏｄｅｓｔｕｓＴＢＩｖｎｖＩＩＮＯＫｅｔＳＯＨＬＥＧＥＳ
：←．．￣了；＄‘！「：：１，

２９スペニオチョウチョウウオ ＯｏｍｅｒｔｅｎｓｉｉＣＵＶＩＥＲ
，９．，二

298．ハナグロチヨウチョウ０．ｏｒｎａｔｉｓｓｉｍｕｓＯＩＪＶＩＥＲｅｔ
ＶＡＬＥＮＯＩＤＭ価Ｓ

２９Ｑチョウチョウウオ０．ｃｏｌｌａｒｉｓＢＬＯＯＨ

500．アケポノチョウチョウウオ０．ｍｅｌａｎｏｔｕｓＢＬＯＯＨｅｔＳＯＨＮＥ１ＤＥＲ

５０１・シテンチョウチョウウオＯｏｑｕａｄｒｉｍａｃｕｌａｔｕｓＧＲＡＹ ．＋,．、．．

.,.；：~‘（ｉ’
グ'

502．チョウハンＯｏ１ｕｎｕｌａ（LAOIDPEDE）

505.スダレチョウチョウウオqfalculaBLOOH
f.！．.，゛』.８゜'
、0８00.,、

504．ニセフウフイチョウチョウ０．１ｉｎｅｏｌａｔｕｓＯＵＶＩＥＲｅｔＶＵＡＩＥＮＵＩＥＮＮＥＳ
｡．、６０口

･･･）..;｡:?-;19.

505．シフユダイ出ＪＯｏｎｉｐｐｏｎＳＴＥＩＮＤＡＯＩＪＮＥＲｅｔＤＯＤＥＲＬＥＩＮ

５０６・ユウゼンＣ･ｄａｅｄａｌｍａＪＯＲＤＡＮｅｔＦＯＷＬＥＲ
.：

5071セグロチヨウチヨウウオＣ・ｅｐｈｉｐｐｉＵｍＯＵＶＩＥＲｅｔＶＡＬＥＮＯＩＥＮＮＥＳ
Ｆ､.．～

）Ｐ・･･･．￣8

508．ゴマチヨウチヨ)ウウオ０．ｃｉｔｒｉｎｅｌｌｕｓＯＵＶｍＲｅｔⅦLEIW3IENBES

501イソテンチョウチョウウオＯｏｕｎｉｍａｃｕｌａｔｕｓＢＬＯＯＨ

５１０・ウミヅキチョウチョウウオ０．ｂｅｎｎｅｔｔｉＯＵＶｍＲｅｔＶＡＬＥＮＯ１ＥＮＮＥＳ

５１Ｔミスジチョウチョウウオ０．ｔｒｉｆａｓｃｉａｔｕｓＭＯＮＧＰＡＲＫ

５１２，トノサマダイ０．ｓｐｅｃｕｉｕｍＯＵＶ１ＥＲｅｔＶＡＬＥＮＯｍＮＮＥＳ
ｊ（

515．ミカドチョウチョウウオ Ｃ・ｔｒｉａｎｇｕｌｕｍＣＵＶＩＥＲｅｔＶＡＬＥＮＣＩＥＮＮＥＳ
'

514.′､タタテダイＨｅｎｉｏｃｈｕｓａｃｕｍｉｎａｔｕｓ（ＬＩＮＮＥ）

515．ミナミハタタテダイＨ・ｐｅｒｍｕｔａｔｕｓＯＵＶＩＥＲｅｔＶＡＬＥＮＵＩＥＮｂＥＳ
ｈｉふい

516．オニハタタテダイＨ･ｍｏｎｏｃｅｒｏｓＯＵＶＩＥＲｅｔＶＡＬＥＮＯＩＥＮＮＥＳ

じ

ツノダン科。ｐ゜Ｚａｎｃｌｉｄａｅ
ｌ

Ｚａｎｃｌｕｓｃｏｒｎｕｔｕｓ（Ｌ１ＮＮＥ）

ニザダイ科&；’い～！ｆかｉＡｃａｎｔｈｕｒｉｉｄａｅ

517ツノダシ

｜Ｕ'

51ａ〆;が泰ハギド
､ルー

･Ａｃａｎｔｊｌｉｔｎ;ｕｓ'ｇｌａｕｃｏｐａｒｅｉ舵ＣＵＶＩＥＲ

－５４－
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’

ＡＤｔｒｉｏｓｔｅｇｕｓ（Ｌ１ＮＮＥ）！?/〈～
’

Ａ･ｌｉｎｅａｔｕｓ（Ｌ１ＮＮＥ）

Ａ・ｍａｔａＯＵＶＩＥＲｅｔＶＡＬＥＮＯＩＥＮＮＥＳ

Ａ･ｏ１ｉｖａｃｅｕｓＢＬＯＯＨｅｔＳＯＨＮＥ１ＤＥＲ

Ａ･ｂａｒｉｅｎｅＬＥＳＳＯＮ〈、

Ａ･ｍａｔｏｉｄｅｓＣＵＶ１ＥＲｅｔＶＡＬＥＮＣＩＥＮＮＥＳ

Ａ・ｌｅｕｃｏｐａｒｅｉｕｓ（Ｊｅｎｋｉｎｓ）
ＰＲ

Ａ・ｃｈｒｙｓｏｓｏｍａＢＬＥＥＫＥＲ

Ｚｅｂｒａｓｏｍａｖｅｌｉｆｅｒｕｍ（ＢＬＯＯＨ）」

Ｚ・ｆｌａｖｅｓｃｅｎｓ（BENNETT）
夕

ＰａｒａｃａｎｔｈｕｒｔｌｓｈｅＰａｔｕｓ（Ｌ１ＮＮＥ）

ＯｔｅｎｏｃｈａｅｔｕＳｓｔｒｉｇｏｓｕｓ（ＢＥＮＮＥＴＴ）

Ｏａｌｌｉｃａｎｔｈｕｓｈｅｘａｃａｎｔｈｕｓ（ＢＬＥＥＫＥＲ）

Ｃ・ｌｉｔｕｒａｔＵＳ（ＢＬＯＯＨｅｔＳＯＨＮＥ１ＤＥＲ）

Ｍａｓｏｕｎｉｃｏｒｎｉｓ（FORSKAL）曰～

ＰｒｉｏｎｕｒｕｓｍｉｃｒｏｌｅｐｉｄｏｔｕｓＬＡＯ左PEDE
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アイゴミ科Ｓｉｇａｎｉｄａｅ

Ｓｉｉｇａｎｕｓｖｕｌｐｉｎｕｓ（SOHIEGELetMUIjEER）

Ｓｉｇａｎｕｓｆｕｓｃｅｓｃｅｎｓ（ＨＯＵＴＴＵＹＮ）ヨ

Ｓ・ｃｈｒｙｓｏｓｐｉｌｏｓ（ＢＬＥＥＫＥＲ）

555ヒフキアイゴ

556．アイゴ

55Ｚプチァイゴ

モンガラカワパキ科 Ｂａｌｉｓｔｉｄａｅ

558．モンガラカワパキ

551メガネハギ

540．ムスメハギ１

５４１．キヘリモンガラ

542．ツマク゛ロモンガラ

545．アカモンガラ…

544．…クマドリ．

545．ムラサメモンガラ

546.-タスキモンガフ，

ＢａｌｉｓｔｅｓｃｏｎｓｐｉｃｉｌｌｕｍＢＬＯＯＨＣｆ
ＳＯＨＮＥＩＤＥＲ

Ｂ･ｃａｐｉｓｔｒａｔｕｓＳＨＡＷ

Ｂ･ｂｕｒｓａＬＡＯＥＰＥＤＥ

Ｂ･ｆｌａｖｉｍａｒｇｉｎａｔｌｌｓＲＵＰＰＥＬＬ

Ｂ･ｎｉｇｒｏｍａｒｇｉｎａｔｕｓ（ＴＡＮＡＫＡ）

Ｏｄｏｎｕｓｅｒｙｔｈｒｏｄｏｎ（ＧＵＮＴＨＥＲ）

Ｂａｌｉｓｔａｐｕｓｕｎｄｕｌａｔｕｓ（ＭＵＮＧＯＰＡＲＫ）
’

Ｂ･ａｃｕｌｅａｔｕｓ（Ｌ１ＮＮＥ）

Ｂ・ｒｅｃｔａｎｇｕｌｕｓ（BLO〔IIetSCmEIDER）

『
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Ｏａｎｔｈｉｄｅｒｍｉｓｍａｃｕｌａｔｕｓ（ＢLOCH）

ＸａｈｔｈｉｃｈｔｈｙｓＩｉｎｅｏｐｕｎｃｔａｔＵｓ（HOLLARD）

54Ｚサメハダモンガラ

548．ナメモンガフ

カワゾュギ科 .Ａ１ｕｔｅｒｉｄａｅ

玄Ｗカワハギ

550ノコギリハギ

551．ソウシハギ

StephanolePiO(鎧赫R職retSOHLEGEL）
ＰａｒａｌｕｔｅｒｅＳｐｒｉｏｎｕｒｕｓＢＬＥＥＫＥＲ

Ａｌｕｔｅｒｕｓｓ℃ｒｉｐｔｕｓ（ＦＯＲＳＴＥＲ）Ｌ）jＡｉ

'`．』,

イウ

Dｏｏ

Ｔｒｉｏｄｏｎｉｄａｅウチワフグ科

ＴｒｉｏｉｄｏｎｔｕｒｓａｒｉｕｓＲＥ１ＮＷＡＲＤＴ552：ウチワフク

イト気キフグ科； Ａｒａｃａｎｉｄａｅ
’-11←'し.

．．。’1.8.

555．イトマキフグ

ｂ

ＫｅｎＬｒｏｃａｐｒｏｓａｃｕｌｅａｔｕｓ（ＨＯＵＴＴＵＹＮ）

１１J

ハコフグ科Ｏｓｔｒａｃｉｏｎｔｉｄａｅ
〆

酬か～,ｗＯｓｔｒａｃｉｏｎ：ｔｕｂｅｒｃｕｌａｔｕｓＬＩＮＮＩＤ

－Ｌ０ｄｓｅｂａｅＢＬＥＥＫＥＲ
’

Ｌａｃｔｏｒｉａｃｏｒｎｕｔｕｓ（LINNE）

Ｌｑｄｉａｐｈａｎｕｓ（ＢＬＯＯＨｅｔＳＯＨＮＥＩＤＥＲ）

554．ハコフグ

555訂’Ｗ､コフグルｉｉ〃：｡Ⅱ

556．コンゴワフダポ,ｍｆｈ

5571ウミスズメ

′科Ｔｅｔｒａｏｄｏｎｔｉｄａｅフ．
OO

B▲,●

Ｃａｎｔｈｉｇａｓｔｅｒｖａｌｅｎｔｉｎｉ（BLEEKER）、

ｑｒｉＶｕｌａｔｕｓ（IEMVmlCKetSdHIIEGEL）〆）：

Ｌｉｏｓａｃｃｕｓｃｕｔａｎｅｏｕｓ（GijNTHER）…

Lag…phalUol…;柵jhhu:ｔｏ邑錨illhXlli3
L．，ｓｃｅｌｅｒａｔｕｓ（ＧＭＥＬＩＮ）Ⅱ

Ｆｕｇｕｘａｎｔｈｏｐｔｅｒｕｓ（TElymKINC)Ｋｅｔ（>:,（
ＳＯＨＬＥＧＥＬ）

ＯｈｅｌｑｎｏｄＯｎｐａｔｏｃａ（HAMmrON-BUmlANAM＝
’'

Ａｒｏｔｈｒｏｎｍｅｌｅａｇｒｉｓ（LAOEPED]B）≦Ｈｐ／

ＴｅｔｒａＯｄｏｎ・ｎｉｇｒｏｐｕｎｃｔａｔｕｓ（ＢＬＯＣＨ＆～
ＳＯＨＮＥＩＤＥＲ）

358．シマキンチャクヌグー、１．５１１

５５，キタマクフ一ｎＪＹｆ

360．ヨリトフグ
、
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56スモヨウフグ岡山・ルートド’Ａ・ｓｔｅｌｌａｆＵｓ（ＢＬＯＯＨｅｔＳＯＨＮＥＩＤＥＲ）

ヘザ．、．／｣Ｐ

｡･P1,-,'゛

.，？↓.・・１J.`

／、リセンポン科Ｄｉｏｄｏｎｔｉｄａｅ

568ハリセンポンハ：：１１吋1汁ｗＤｉｏｄｏｎｈｏｌａＭｎｔｈｕｓＬＩＮＮｈｊ
●ウト

562インガキフグ：’;ｊＡ１ＬＣＭ１ｏｍｙ６ｔｅｒＬｕｓａｆｆｉｎｉsGUNTHER

マンポウ科Ｍｏｌｉｄａｅ

Ｍｏｌａｍｏｌａ（ＬＩＮN左）570．マンボウ

フサカサゴ科 Ｓｃｏｒｐａｅｎｉｄａｅ
／

Ｐｔｅｒｏｉｓｖｏｌｉｔａｎｓ（ＬＩＮＮＥ）
〆

Ｐ･ｖｏｌｉｔａｎｓ（ＬＩＮＮＥ）

Ｐ･ａｎｔｅｎｎａｔａ（ＢＬＯＯＨ）

Ｂｒａｃｈｉｒｕｓｚｅｂｒａ（ＱＵＯＹｅｔＧＡ１ＭＡＲＤ）

571．ミノカサゴ

572ハナミノカサゴ（オオミノカサゴ）

575．ネソタイミノカサゴ

574．キリンミノ

￥

オニオコゼ科 Ｓｙｎａｎｃｅｉｉｄａｅ

1ｎｉｍｉｃｕｓｊａｐｏｎｉｃｕｓ（ＯＵＶＩＥＲｅｔ
ＶＡＬＥＮＯＩＥＮＮＥＳ）

ＳｙｎａｎｃｅｉａｖｅｒｒｕｃｏｓａＢＬＯ〔HIetSCHMDIDER

575．オニオコゼ

576．オーク・ルマオコゼ

セミホウポウ科 Ｏｅｐｈａｌａｃａｎｔｈｉｄａｅ

Ｄａｃｔｙｌｏｐｔｅｎａｏｒｉｅｎｔａｌｉｓ（ＯＵＶ１ＥＲｅｔ
ＶＡＬＥＮＣＨＥＮＮＥＳ）

57Zセミホウポウ

こう〆科
一

Ｂｏｔｈｉｄａｅ

Ｂｏｔｈｕｓｍａｎｃｕｓ（ＢＲＯＵＳＳＯＮＥＴ）578．モンダルマガレイ
。

イザリウオ科 Ａｎｔｅｎｎａｒｉｉｄａｅ

Pｔｅｒｏｐｈｒｙｎｅｈｉｓｔｒｉｏ（ＬINN通）

Ｐ･ｒａｎｉｎａ（ＴＩＬＥＳｌＶＳ）

ＡｎｔｅｎｎａｒｉｕｓｎｏｘＪＯＲＤＡＮ

579ハナオコゼ

580．クロハナオコゼ

581．クロイザリウオ

－５フー



鯛:ゴォコゼ乳十～Our…nｔｈｄａｅ

Ｏａｒａｃａｎｔｈｕｓｍａｃｕｌａｔｈｓ（ＧRAY）

グ３
８ヴ

582ダンゴオコゼ

．`ＳｌＪＨ,:．,

…,::’１アカ,#グ」/科
９．－６．． Ｏｎｃｏｃｅｐｈａｌｉｄａｅ

585．アカグツ Ｈａｌｉｉｅｕｔａｅａｓｔｅｌｌａｔａ（VAHL）
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底魚、磯魚一本釣漁業調査

桝内智、今井丈夫、佐藤正彦

(大島分場）（技術管理部）（大島分場）

1．はしがき

小笠原群島周辺海域の漁業資源を把握する調査の一環として、父島列島周辺沖合海域、なら

びに沿岸域において、釣獲試験を行ない、漁場、魚種、漁獲魚について若干の知見を得たので

報告する。

本調査にあたって協力いただいた、小笠原支庁水産係長三河平怡技師、同指導船興洋浅沼隆

船長他乗組員一同、ならびに胃内容物の貝類について同定を願った大島分場西村和久技師に深

謝する。

瓜

2．調査方法と結果

1）第一次調査

（１）調査方法

昭和４４年７月７日「巽出漁場」で廷４回操業した。各項目は次のとうりであるが、同

時に興洋に設置されている一本釣用電動捲揚機の性能テストもあわせておこなった６

月日ロ昭和４４年７月７８１２時１５分～１５時２０分

回数４回
ｉｆ

漁場１～２回目、南島ＳＷ／Ｓ１１′水深１５０７７z周辺

５～４回目南島ＳＷ１／４ｓ１０５′水深２００ｍ周辺

一表面水温か２８℃～〕
．7．

漁：具二底魚一本釣漁具５組（図１）

■

－５９－



〕骨…４０，

十u;､]圧缶Ｒ４ｂ･～ｂＵＸ」

ｑｏ－＜｣０－＜ＩＱ－－司艮ﾋｰｰｰｰﾐｐ－－－－－ｑＣ￣－－ｑＣ－－－ｑＣ

ＪＯグロ

ろ～１［

鈎一ネムリ鉄
一１寸５分直接結び

図１底魚漁具 oDLp

`．」.｡

`’１.ＰｌｌＯ－Ｊｒﾛ」．

餌料冷凍スルメイカ‐へ－，

金２】第二次調査一汁…汗～いつＬＷＴ〕

～～調査方法｡～～ポルーノ旧ノハノ
計:Y》~…

ィ．底魚類

年月日昭和４４年１０月３，，８，１７日、５日間

漁場父島列島弟島、兄島東側島棚２００ｍ等深線上、４地点ｏ弟島、西側島棚

上、２地点。父島、南側島棚上、４地点（図２）。

漁具底魚一本釣漁具

餌料クサヤモロ、メアジ

ロ，磯魚類，

年月日～昭和４４年１０月１５，１６，１７，２２日、４日間

漁場父島列島兄島西側、弟島西側、南島２本岩周辺（図２）。

漁具アカハタ釣具

餌料クサ兼モロ、メアジーシさ【区．

５）調査結果Ｌ雨～～；へ：～－－

底魚類操業地点ごとの魚種、聯噸尾数、表面水温、水深は表２に示すとおりで、漁獲魚

は７種１９尾であ－，た。重要魚種はオオヒメ、キダイ、ハマダイ､カンパチ､`ホウセキハ

タの５種１５尾、非重要魚種はヒメ、ヨリトフプの２種４尾であった。

重要魚種の釣獲場所は、既成漁場である父島南沖合の通称“ウサギの耳出し0,に限られ、

他の調査海域では父島西沖合でキダイ２尾の釣獲をみたのみである。

漁獲水深は１５０～１９０７７２、主として１７０～１９０７７２であった。

、

ら

－４０－



第１回目では、投縄するとすぐ魚信があり、そのまま約２０分間流してがら場縄した。

魚信では各縄４～５本の捕食が感じられたが揚縄して承るとそれぞれ２～５尾の欺楡で、他

は釣鈎が延びてはずれていた。これは魚体が大きく､:釣鈎に掛つ允後さお:豆に§|張曲り合っ

て釣鈎を延したためはずれたものと推定され現在伊豆七島ではこのような現象ぱ見られず、

いかに魚体が大きいかが伺えた。～～＝か…し

釣獲された魚はハマダイ４尾、キジパタ２尾、レンコダイ１尾で､/魚信および釣鈎の延

びた点からこの他にハマダイ８尾が捕食していたと推定される。この間潮の流れはほとん
,：．,１， ‘・；‘１．（．【

どなく「山手」から見て僅かにＥＮＥが認められる程度であった｡コト

第２回目は第１回揚縄後直ちに投縄を行ないハマダイ２尾、キジパタ２尾、レンコダイ
１．．J

５尾が釣獲される。

第５回目は、１～２回目の漁場西側、水深２００ｍの場所で調査を行なったｑ投縄後す

ぐに魚信があったので場縄したが、この回は釣鈎の延び‘たのが２本で、釣獲されﾌﾟこ魚はレ

ンコダイ７尾、サクラダイ１尾であった。 ２場（．’….．．、ｒ１ｌｌ．ｍＪｍ

第４回目は投縄したが潮流（ＥＮＥ流）が速くなりLs;縄j成りが悪く漁獲は皆無yであった。

以上の結果によりハマダイ６尾、キジパタ４尾÷レン重ダイ１１尾S<サクラiダイ１１尾、

あわせて２２尾を漁獲した。これらの漁獲物測定結果は表１のとうりであるbL/wｌｌｆｆＴｉｌ

八

表1が漁獲魚測定結果

牢璽ｌ’脛

風才:明魚（ム３ｋ９１\

Ｊ１６

可

、Ｉ６１中殻難

乱不回脈肖化物1日

●

,■やO

●'６，■｡.

11

－４１－



磯魚類、漁獲魚は１２種１４６尾で

あった。魚種、尾数はアカハタ６２
ハーブ"'…､

“尾（４５筋）、シロダイ５５尾
.～i『－

（２５妬）、アミフエフキ２６尾（

（１８筋）の５種で全体の８５筋を

占め、他はメガネハギ、オジサン、

パラハタ等で９種２５尾であった。
’４、

場所的には南島北２本岩周辺が

７９尾《弟島「北の鼻西」が２７尾

と良好で、他の測点では１測点当り

５尾内外であった。

ト魚種別の魚種割合は、児島西沿岸

ﾉ域でIまシログイが多く〈漁獲魚の約

６０筋を占め、アカハタ、アミフエ

フキが共に１５妬内外であった。弟

島西側ではアカど､卓が８０％を占い、

また南島北二本岩周辺ではアカハタ

が５７％、アミフエフキ２５％、シロ

」０

６７

秒
圃

図２父島列島調査地点
９口底魚漁場､ＪＲ
△磯魚〃

"｡。′７℃、ハノエフキ２６yb、シロダイ１８％で以上５種で全体の８０％を占めた。

魚体測定、底魚、磯魚類の叉長、体重、生殖巣、熱度、消化管内容物の結果を表２に、
磯魚類の叉長、体重組成を図５に示した。

０
５
０
５
０
０
５
０

２
１
１

１

Ｎ－４９

ｘ－２８５ヲ
●．、

霧

蕊1鑿;;霧蕊蕊1霧1蕊,露 万

シロダイ Ｎ－５５
Ｎ－５５０

５
・
０
０
５
０

１
１

ｒ
」

１０１－アミフエフキ 損Ｎ－２６

ｘ－２Ｑ６Ｃ１ｎ 鶏５
０

鑿籔慰露轤…

叉長（師）

磯魚叉長～体重組成１
－４２－



生殖巣重量、卵径から産卵期と思われる魚種は底魚類でオオヒメ、ヒメ、ハマダイ、磯

魚類ではアミフエフキでその他の魚種では明らかでないａ

消化管内容物から見た食性は、底魚類ではオオヒメは大型プランクトン、（サルパ）が

主餌料で、ハマダイはイカ類、エビ類、魚類である．（》ﾙﾋﾞ）

なおハマダイがせつ餌しているイカ類には２型あって、甲羅長範囲、１iiFo皇2011W､、巾

1.1～h6jmm、眼球径０６～２４鰍、:平均ｔ４８耐凧が多く他に甲羅長約５６施の種が若干1.1～1.6mjﾘz、眼球径0.6～２４鰍、

混じっていた（図５）

磯魚では食性に２型

あって、魚食魚:である

アカハタと、底生性小ｒ

動物を捕食するシロダ１．
イ、その他の磯魚であ

る。シロダイその他の

磯魚類の消化管内容物

中の貝類の定性、定量

liirEuLjl
甲羅

眼球

図４イカの形態

結果は表５のとおりである。

・ヘ
ウロー

■

-４５－



表２ 漁獲調査概要

糊一肌
日
一
肌

４４ １０ ４

１ ２ ３ 計４

H二二二百}万二=:？≦Lａｔ⑪

位
置
一
場

2７－１３ ２７－０９ ２７－０７ 2７－０６ 2６－５９５

rong⑪ 1４２－１５ １４２－１５５ １４２－１６ １４２－１８ １４２－１２ １４２－１２

所
－’－１｜｜汁苓Ｕ２肩出|ｳｻｷﾞ(z=出
弟島北より列島東側を２ＣＯ、線に沿い父島南沖まで調査、Ⅱ

ｳﾘｷﾞCEZ=i出 ｳｻｷﾞZ耳出

調査海域

水深（､）

時間

天候

水温（ｄ

風向／風力

漁具

１８０ 1９０１１５０１１７０ 1６５ １９０

１１５

１２５

１０．１５

１０．２５

○

8．５０

１０５

１４５

９５５

１１．５０

１２１５

１２．５０

１５５０

○，○． ○ ○ ○川一四 2８．２ ２８４

底魚一本釣 〃 ” 〃 ” ”

■」
漁

１

獲

■

魚

計 ０２ ０１ ６ １５６

４４



４４．１０．１５４４．１０．８

５

－

２７－０６．５

５ ４２１計 １ ２１
－

２７－１０．０

１４２－０８５

２７－０６．５ ２７－０６．５

－－~￣￣

１４２－１１．９

２７－０６．８２７－１０．０ ２７－０６．２

１４２－１１．８

Ｎｏ４の

５ｏｍ中

１４２－１１．９１４２－１２．０１４２－１１．１１４２－０６

Ｎｏ５の

５０ｍ中
三ケ月山裏１滝の浦ｌ吐出の鼻

兄島西側沿岸域調査父島西側沖合調査

鞘
４５５５1２２５４５

Ｑ５０

９５５
２５５ ２４０ ～１０．５０

－

:。

8．５０ ～

◎、◎◎◎○

Ｐ２６．５２６．５，

糊一Ｍ２６．４２６．５
－．－

NE／５

２８．６２８６

S／4～５Ｓ／4～５
－

底魚一本釣 アカペ釣
〃 〃 〃

￣

１

〃〃

２

３
，
２

６

１

ろ《．

’に
Ｐ、

１

１

汽
（

ヘ

■

１

１

●

△二【□■■□

４２７２２ ５
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生 殖

卵径（'iｗ７Ｄ

腺▼;・

熟度

消化管内容物

一重-重、１
０８"1m以上完熟

未熟Ｌ

Ｏ５〃z'1以上完熟

未熟

サルパ、（端脚、エピメ魚、イカ）
：公

魚類、エビ、jﾍﾞ.汁！

０．９５２へＣ､２９５５２．５～１４．７

５．８～１．７ ０１４１～0１０５

２８～２．７ １．０６～０５８

．》」

イカ（甲長’－２ｃｍ）魚類
ごｔｉｑ､６，；

１０６ 0．４６４

未熟 サルパ5.8 0．１０５

１ｺ二防學|臣言と
未二熟liiiiTjlhjﾔﾖ□

!｡.｡`「

0．０９0.5

－４７－



表５．胃内容貝類出現数

学名

Ｐａｔｅｌｌｏｉｄａｐｙｇｍａｅａ，

Ｏ１ｉｖｅｌｌａｆｕｌｇｕｒａｔａｍｉ「ルヘ,リノ
゜fI1ｏＯｃＯ

Ｐｈａｓｉａｎｅｌｌａｍｏｄｅｓｔａ・
――｡'■〃ｏﾛ｡`・ﾛＲ･Ｉ

（ｚ…ｈ上人ﾉｰｰｰ､､！'．；

Ｓｔｏｍａｔｉａｐｈｙｍｏｔｉｓ

ｊｉｎ…季
Ｎａｔｉｃａｌｕｒｉｄａ

Ｔｒｉｖｉｒｏｓｔｒａｏｒｙｚａバーー

Ａｃｔｅｏｃｉｎａ（Ｔｏｒｎａｔｉａ）ｄｅｃｏｒａｔａ

和名

ヒメコザラ

ムシポタル

サラサパイ

フルヤガイ

ホウンュノタマ

シラタマ

ツララガイ

ヒメァワピ

アンヤガマ

ハナエガイ

スソカケガイ

アンヤガイ

リュウキュウヒバリ

マルオミナエシ

ナデンコガイ

ウキダカラヘ

ユキパネＳＰ・

クルマガイＳＰ･

ノミフデ

オガサケラリンツポ

数
６
８
６
６
５
４
４
５
５
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

体個

Ｇｅｎａｖａｒｉａ

Ｓｔｏｍａｔｉａ（Ｓｔｏｍａｔｏｌｉｎａ）ｒｕｂｎａ

Ｂａｒｂａｔｉａ(Ｕｓｔｕｌａｒｃａ）Ｍｅａｒｎｓｉ

Ｃ１ｙｐｉｄｉｎａ（Ｍｏｎｔｆｏｒｔｕｌａ）ｐｕｌｃｈｒａ

Ｓｔｏｍａｔｅｌｌａｌｙｒａｔａ

Ｍａｄｉｏｌｕｓａｇｒｉｐｅｔｕｓ
５．・

Ｌｉｏｃｏｎｃ・ｈａｃａｓｔｒｅｎｓｉｓ

ＣｈｌａｍｙＳ２ｉｒｒｅｇｕｌａｒｉｓ

ＰａｌｍａｄｕｓｔａａｓｅｌｌｕＳ
・寺□．●

ＬｉｍａｔｕｌａＳＰ・

ＨｅｌｉａｃｕｓＳＲ

Ｔｈａｌａｏｇａｓａｗａｒａｎａ

Ａ１ｖａｎｉａ～

ＭｉｔｒａＳＰ．

、

ソメワケリイレボラ Ｔｒｉｇｏｎａｐｈｅｒａｂｉｃｏｌｏｒ

Ｌｉｅｎａｖｄｉａ ＳＰ．

ヒノデガイ ＴｅｌｌｉｎｅｌｌａＳＰ．

－４８－



3）考察

調査回数が少ないため、この結果から資源量の予測はむずかしいが､」､笠原漁協所属船の

漁獲物等から検討すると深海:漁場価値として次のことがいえる。/rh-へ…／『

（１）魚種と資源量十へいん１Ｍに〆肪

ハマダイ、キジパタ、キダイ、が主な魚種で、この他オオヒメ、ハナフエダイ、ハチヂ

ョウアカムツ等が生息している。ｗ

ハマダイは漁場にもよるが一般に魚体が大きく、まだかなりの資源力;ある〉と思われる。

キジパタ、レンコダイは至る所で漁獲されておりレンコダイは水深ｌ５ｉＯ－２０ｏｍ、

底質砂礫の場所にもっとも多く、相当の資源があると思われる。丁～…Ⅲ

（２）漁場一Ｐ

戦前本漁業を行なっていたのは父島のみで、母島ではほとんど操業されていないため父

島周辺の好漁場は漁民も熟知しているが、母島周辺は未開発で今後Ｊ聟島一父島一母島列

島を結ぶ水深２００ｍ等深線を中心とする岩礁地帯を探索すればかなりの新漁場が発見さ

れると推定される。

（３）漁具漁法、,＞い

「與洋」で実施した結果、釣鈎が延びたためはずれた魚がかなりあり、小笠原漁協で購

入した釣鈎は折損が非常に多い、したがって伊豆七島使用の釣鈎より丈夫な品を使用する

必要がある。なおキジパタ、キダイを対象に操業する場合は底延繩漁法を採用すれば効果

的な操業ができるのではないだろうか。い～

（４）「興洋」設置の底釣用捲揚機について÷

電動ドラム捲取式の揚繩機（石川島播磨重工設計）１機､~従来の手揚げと比較試験を行

なった。比較したのは水深１５０ｍの場所を２回、、２００伽の場所２回、計４回で釣繩は

それぞれ水深の４０％増程度の長さであった。揚繩開始後テグスの場所までの所要時間は

５～４分で梯鰄、手揚とも途中でトラブルのない限りほとんど時間的に差はみられなかっ

た。ただし労力の省力は大きく、操業回数を増すごとに機械の効果はあがることが実証さ

れた。しかし次の欠点を改善する必要がある。

イ動力を発電機から直接とっているため、揚繩時には推進器が使えず、しかもエンジン

の回転レバーによってあげねばならず、その間常にブリッヂの操舵者と連絡をとらなく

てはならない。

ロ繩擦リールの溝の切り方が悪いため揚繩中、繩がはずれ易い。

－４９－



ハ繩擦リールが誘導式になっていないためリールに捲取るとき片捲きとなる。；／（

二魚が掛り引張った時のスリップ装置がない。～(へｗＬ

ホ揚繩中リールに倦取った繩のクルミを押さえる装置がバネのスプリング，巻剰用してい

るがこの装置が完全に作動しない。現在設置してある５機共バネがぱず淀てしま1ってい

る。

4）要約

１１ルー底魚資源は開発の余地があると推定され、特に聟島、母島列島を探索する必要がある。

（２）漁具は、伊豆諸島使用のものより丈夫な釣鈎を用いる必要がある。

（３）底釣用捲揚機は効率良く、省力化に役に立つが「興洋」設置のものでは改良:点がある。

（４）底魚は既成漁場においての糸漁獲がみられ、魚種はオオヒメ、キダイ:､ハマダイ等７種

であった。２１Ｌ

（５１磯魚は弟島北西沿岸域、南島北二本岩周辺で豊富な漁獲が承ら:れﾒﾆ6丁魚種はアカハタ、

シロダイ〈アミフエフキの５種が多く、全漁獲魚の８０％以上を占め§た6`ｉＭｉ:かL（

（６）生殖腺で完熟卵を有していた種は１０月上、中旬でオオヒメ、ヒメsj了}ミフエフキ、ま

ったくの未熟種はキダイ、シロダイ、タキペラ、ホウセキハタであった6小駆'）沼

（７）消化管内容は底魚のオオヒメがサルパ、キダ`イが魚類、ハマノタピイが二小型ｲ(>力であった。

磯創まシロダイ、アミフエフキ、メガネハギ、ヒメジもオジサン‘は久ギペラ等お"おむね行

動力の小さい底棲の貝、カニ、ウニであるが、アカハタは魚類であったﾖﾊｽﾞﾉ:汀

（８）底魚（ハマダイ、オオヒメ）胃内容に出現した小型イカは、おおt『ね1～１２碗のペカ船

型甲羅を有する種であるが、他に１種、若干大型な種も出現した。汀へ

（9ﾙｽﾞ磯魚に捕食されていた貝類で同定出来たものは２４１蔓l定量的にはヒメコザラ、ムンポ

ゴタル、サラサバイ、ホウンュウノiタマ、フルヤガイが多く出現した｡H～

災八W．。;0＄

､

■

￣
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底魚延繩漁業の一事例

倉田洋二

（技術管理部）

はしかき

底魚延繩漁業は昭和の始め徳島県の漁業者によって、小笠原近海のキダイ（レンゴダイ）を対

象に試験出漁したという。当時の徳島船団は試験の結果がおもわしくなかったためか、企業化さ

れたかった。これと前後して小笠原島庁では沿岸漁業の荒廃を底魚漁業によって振興しようとし

て、昭和９年に試験操業をしたところ漁獲成績は良かったが、漁具の損傷か多いため中止した。

今回、Ｃ・ＧＫＫの所属船が濠州近海のマダイ延繩漁業操業の帰路、小笠原近海で底魚延繩漁

業を行った。その資料が入手できたので参考迄に紹介する。

試験操業結果

１）操業年月日昭和４５年１２月２９日～４６年１月８日

２）操業方法母船（７０５ｔ）塔載の漁艇１．５８ｔ、９ＰＳ）６隻。１回の漁具数は２５

鉢、１隻の操業回数は６回、延繩の長さは１回に約５１Ｋmとなる。

５）漁具

延繩１鉢２１０ｍ

幹繩クレモナ２０ｓ１２０本

瀬繩”２０１８０〃

技糸〃２０２０”

釣針マダイ用１８号９０本

４）操業日数８日間

５）漁場、弟島、母島近海（図１）

６）漁獲量２９７５K,

７）魚種別漁量

キジハタ最も多く１７０７K9（１．４２K9／鉢）、キダイ５２６K9（０４４K9／鉢）、ヒ

メダイ２７０K9（０２５K１７／鉢）、アヅキハタ２０８K9（０１７K,／鉢）、その他となる。

総計では２９７５K9（２．４９K9／鉢）てある。ＴＡと（

-５１－
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８）漁獲魚種～いい１１ネバ．けＬＬ驚く？肝Ｗ二

■’１７k主要魚:６種とその他５種計１１種であるｄＴＩｊｊハ

ー。ハーマダエイへｌＥｔｅｌｉＢｃａ:r;ｂｉｍｃｕｌｔｉＳ（０'＆ｊｊＶ）～－

Ｌ『，ヒメダイＰｒｉｓｔｉ１ｐｏｍｏｉｄｅＢｍｉ宅ｊｂｄｏｎ(Ｓ）、

ｊキグイＴａｉｕ８ｔｕｎｉｉｆｒｏｎｓ（砿＆:ｉｓ）ﾍ

ハナフエダイＰｒｉｓｔｉＰｏｎｏｄｅｓｍｉｃｒｏｄｄ(Ｓ）（～

（］～キジハ夕Ｅｐｉｎｅｐｈｅｌｕ８(ｆｈｏｅｄｔｉｉＷ鋤:（』Ⅶ

サゴメｉ類１，ＣａｒＣｈａｒｈｉｎｉ鉦ａｅｓｐＬｌ:(…～～＞

その他‘］ノj～…ん』～

`＝｜，アオダイ，ＰａｒａｃａｅｓｉＯｉＣａｅｒｌｉｌｅｈｇＷ(Ｋ）・

いふjilオオヒメＰ・ｆｉｌａｉｎｅｎｌｔｏｓＵＳｒｏＳも伽:‘（Ｃ）

（!ｐマ／、メＥｐｉｎｅｐｈｅｌＵｓｉ;:ｓｅ蝕葱ｍｆａｓ℃ｉａｔｕ３

ハチヂョウアカムツＥｔｅｌｉｎｕｓｍａｒｓｈｏ（Ｊ）

キツネペラＢｏｄｉａｎｕｓｐｅｒｄｉｔｉｏ（Ｑ＆Ｇ）

，）金額Ｆｉｊｎｗｨきし）'Ｌ化;叱り~いパーＬｌｈいい卜１n

冊血:ノペ漁獲物は冷凍）と氷結の二方法に軸て運搬した。そして築地入港後｛L魚種別に撰別し

箱結とした。氷結品は１８６４K９，冷凍品は１１１１Ｋ9である｡～必１F(i1im／|：

魚種毎の単価は次のとうりで、価格は総計５７５，０００円である。

ハマダイ５００～７００円ヒメダイ４００～５００円

キダイ５５０～４００円アオダイ５００円
ハナフエ

１００円オオヒメ５５０円夕。イ

アヅ：ｷハタ２００円キジハタ２００～５００円

１０）オーストラリアの陸棚におけるマダイ延繩漁具をその左Ｌ導入して島棚の凸凹の激し

い起伏に富む海底では漁具の海底でのﾃﾝﾗｸが多く､投入した漁具の誉は揚繩できな
かったという。従って底延繩を海底から浮かすように改良する必要があると,思われる。

なお小笠原支庁が戦前実施した底魚延繩記録結果を参考迄に示せば次のとうりである。

－５５－



小笠原支庁底魚延繩記録結果
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小笠原諸島の漁業の現況と問題点

阿'～部ユが登

(一八…丈…分が場）

1．はしがき～イか

昭和４５年１０月２０日～１１月２７日迄、漁業指導の目的で主として底魚一本釣ムロア
､．Ｉ－y゛

ソ棒受網漁業の漁具漁法の指導、その他をおこたってきたが現地でﾀ:(】り得た漁業の現況と問題
点について述べる。

２底魚一本釣漁業…

１）漁場 ．．；

■小笠原諸島は戦後２５年間放置されていた関係上諸島周辺の底魚漁場には未開発漁場も

かなりあるものと思われる。現在利用されている漁場では父島ｓＷ７１１Ｉの「巽見出し漁場」と

「東島沖漁場」がその主/左ものである。とれらの漁場ではハマダイ、ビメダイ、レンコダイ

等が漁獲されるが、沿岸部では'､夕類、サワラ、ウメイロ、イソマグロ等が釣獲されている。

漁場の価値については乳未調査の点が多いため、その可否については明らかでないが､l父島周

辺漁場についてみると島の随所に砂浜が多いことから考えておそらく、周辺漁場でも底魚か

生息する岩礁は少潅いように思われる6`また、同一漁場（巽見出し漁場）で魚体が大から極

小まで幅が広い､このような傾向は八丈島近海ではお鋤見られたい。今後は底魚資源保護

の立場から広域調査を行ない、漁場の拡大を図ろとともに同一漁場での集中的な操業を避け

る必要があろう。

２）漁船

操業船の主なものは二見１号から１２号（４，９号を除く）までの１℃蔓であるが常時稼

動しているものは、うち７～８隻である。これらの漁船は船型も同型で屯数は２～３屯級で

ある｡船型は船首部が低く、また舷側も低い(甲板上約２０cm,位)ため甲板蔀分が広く使用

できる州秋季から冬季の荒天時には操業はかなり危険であり、稼動日数の増加麺ろため

にも出来れば船首部を高くし、舷側も差板を使用し波浪の浸入を防止することが望ましい。
５）漁具の構造Ⅱ・へ′…

現在'使用されている漁具は、幹繩、枝繩とも大目で釣針も伊豆七島の漁具に比べて大きい

－５７－

ｑ



もの（２５号)を使用している．ま:六魚種に応じ噸具を繩吋､ﾛｰ漁具で操業してい
るため漁獲効率が悪いように思われる。

ヒメダイ（オゴ）を対象とする場合は幹繩2.6分（間隔1.1ｍ）、技繩２分（長さ１ｍ）

釣針１８～２０号程度でよい､丘またハマダイ（オナガ）を対象とする場合は、幹繩５分（間

隔1.8ｍ）ぃ枝縄２６分（長さ1.4ｍ）、釣針２０～２５号程度でよいのではないかと思わ

れる。ただし釣針全部に餌付した場合には釣具を切断することもあるが、その割合は少ない

ので漁獲効率をよくするため、テグスも細めのものを使用する必要がある。《

左允釣具①切断を防止するため、幹繩の上部にウレクンゴム（径珈jma長さ５０cm）を使
Ｔ：..イ．．．.＿Ｚもこ。．－－，．．．

～,鯉用することによって､､釣具の切断をある程度防止することができる｡～トー、
い゛;・ハ，ゴノトHｒＪｗ￣ｗ、

４）底釣り漁船の操船1こついて

現用の漁船にはスパンカーがなく、舵も固定式で上下装置がないため操船上難点が多く､ｒ

そのため操船に船頭が専念し非能率的である。なお夏季には無風状態の日も多くスパンカー

川の必要も鑓Dない汰風力２以上になればスパンヤーを使用することによって船の間立て

□（風に立てる）がスムーズになり、釣繩が船下になることも防止できるし、船頭も釣獲に専一』卜．0..,・・．。Ｉｑ､1-

念できて、能率的な操業が可能となる（二見丸級のセールは１２;ＣＯＯ～１５，０００円）。

５）底魚捲揚磯の使用について ｡,「■も｡IL□』:｡,,‐

最近、若年漁業者の不足から八丈島の'｣､型漁船のほとんど力綣揚機を装備し、省ｶｲﾋの面

で大きな効果をあげている。小笠原でも今後捲揚機を導入し可労働力の軽減をはかることが：．,･･｡、．．.･

必要であろう。捲揚機を使用することによって、沙流かある程度速い場,合でも操業が可能
#-1,....#,!ⅢｊＩ.．

；（重量８００１～1K9）と左ハまた１日の操業回数力靖力けるため漁獲も上る。（捲揚機沙!〃…しﾄルズ’１:け

は、施設費を含め１台、３０，０００～５５，０ＣＯ円)。～〆ハーいい｣パー．,｡}-.

5．ムロ棒受網漁業

１）漁場

現在、父島周辺、兄島瀬戸、弟島、西島CD各沿岸部でぃ二見丸級５～６隻か操業している。

漁場としては父島周辺漁場より母島漁場の方が繩が桑い模様である洲１０月以降は荒天，’￣｡､｡１

日が多くなり各船とも父島周辺を主に操業している､了漁場は島周辺にある岩礁の縁辺部で操.､1：..,.､，

業され、岩礁を離れて操業することはほとんど左Ｗ■資源量についてはまだ調査が不充分の
.,｡□,｣ＢＬＣ乙,■

，..ｂ･」．、．

ため明らかでないが、八丈島に比べて濃密群は少鳥ないようである。なお漁場付近の透明度は
．．? ..``,．..-1-ﾄｰ一・8－｡．

高く漁船漁具が｡､型であることもあるが－網当りの漁獲量は５０～４０K,程度で、,八丈島

のように=綱400K9程度の漁獲は見られない。Ｌ１Ｐ.:．‘

■

①

-５８－



２）網漁具が′へ研

網漁具一統の総長は１４０～１６０間で、向竹約6.5間、舷側の長き約ﾌﾞ間(出来上り）

の漁網を使用している｡縮結もあり袋状になるため網の構造につい竃Mjb最良ぞ参箸J網漁具

はﾅ化ﾝ漁網6本合せの,０節程度で､染色は赤褐色(力艀色)うi夢秤中には濃紺色

ﾎﾟﾙを使用している漁業者もいる。小笠原諸島近海のように透明度が高い漁場を操業する場合は

欄紺色(ピース色）を使用する他漁具の沈降速度を早めるだあく網の外償ilにクレモチロー

:プ(径7卿凧鉛芯ループ）を中央部に5～4本縦に入れる!ご醐垈う錦法では左獅と

思われる。当ｊｗ》しＭ;鱒～べきき)ﾄﾞﾊ>Ａ
１.,貝･鰊､（

５）操業状ﾋﾞﾀﾋﾞﾙ

ｻﾞｬP････...a:､.:＃｛..`｡.､

棒受網は底釣りと兼業し昔ながらの手締め（手石綱）で、１日２０～５０回操業~し肉体的

にも重労働である｡今後は捲揚機を用いて省力化を計る必要がある。…~~

４）クサヤモロの体長組成、’汀孵

ｌ魚獲魚の体長は八丈産のも/のに比べ小型で２１～２４c１m程度平均体長は225cjil（図１）

で脂肪も少なく、クサヤ原料として最適と思われる。」::…

(尾）

5０

〕０座

０
０
０
０

４
５
２
１

ハ
ー
ー
ー
’
１
－
１
－
１
出
現
数

蝉j澱
ｿ２［

体長一一一一一量Ｆ（c､）、二Ｔ（”:;■>散!:：

図１．父、母島産ムロアニ体長組成
4．カツオ曳繩漁業

戦前、小笠原諸島では、カツオ一本釣が操業されており漁獲物は「カツオ節」にｶﾛｴされ内

地に出荷されていた。現在の漁船は２～５トンの小型漁船が主体であることと、餌料不足から

三宅島、八丈島で活用している餌料を余り必要としたい曳繩漁法を今-後普及させる必要がある

－５９－



と考える。

5．小笠原漁業の実態調査～：～

１）小笠原漁協の現況〃<Ⅶ＃;ノハー

′j､笠原漁協は昭和４５年１０月１４日、正組合員:7『6名（うち島民６２名）、準組合員

５１名で設立し、昭和４４年７月５１日室)で餌合自営による操業を行なってきたが、以後漁

獲量の増加をはかるため船別計算による操業へ、さらに１１月２１日以降からは組合所属船

１０隻（二見丸）を希望者に譲渡し、現在の個人操業に切換えている｡このことにいて漁

業者の勤労意欲も増大した。玄た４５年７月頃、漁業者住宅が完成し、家族の渡島も一部認

められたことなども加って就業時間も多くなり、漁獲量も年と増加の傾向にある｡/か

２）漁獲量の変動

４４年度の総漁獲量は５０５．７トン、５，１７５万円で、月別にみると５００～４００万円、

最高は８月の７７０万円である。前述のように個人操業になってからは漁獲量ものび、その

結果４５年度（１０月２７日現在）には約５．５００万円の水場をみておりぃ年度末には４４

年度を上回る６，０００～ス０００万円の水揚力潮待されている。

５）組合所属の漁船数

、

￣

一一一一一一一一一一一一一一＝

備 考

JILi:1丁震iZJji
トン数１隻数 トン数

５
５
１
２
１
２

2５０４９

５０６６

５１．５０

１
５
１
４
１
４

４５年度中２隻は組合運搬船
４４年度２隻売却

75.85

50.66

51.50

西

４）経営調査（４５年度）Ｆ

市場手数料訂１２拓き~へ販売手数料６９６
１．：

船場場手数料二見九級、７日以内の場合４，５００円

１０トン以上の場合、トン当り１，０５０円

□

←｡

－６０－



５）燃抽、氷類の販売価格

名
一
柚

ロ叩

雲:+臺=臼+Ti:i鵲ど
彫
町

重
氷
砕

１５円

氷 ８４ １５

。｡'Ⅱ.と｛仏-..0.〈．、.，．、」．；...'］

６）'j､笠原漁協の漁業施設 ，〆いぶｲいくＴハト、;ノハ川

烈汀国および都の補助で４４年７月に製氷施設、１１月に冷蔵Ｔ冷凍機械設備が、４５;年５月

には５０肛給油タンクがそれぞれ完成している。製氷の規模は鉄筋.)ﾝ《クリール２階樫、総

面積は５ス９㎡で製氷能力は日産５トン:、十）貯氷能力は５０トンである｡ぃ冷蔵､仁冷凍施;設は面

積１６６６６㎡の鉄筋コンクリート平屋建て、冷蔵庫の規模は下表のとおりであるがＩ

rＪＪ

、

畠…１面～積ルト最低温度－１収容肯

▼１「■味し萠宕 1Ｊ

ＺＫＴ薮.ｌ塵 ●－，Ｃ

EｌＵＵ 」

82

このように凍結室は小さく、全船力嫁動すると1～２日間の操業(で貯蔵限界となる。その

うえ加工施設は組合自営で１業者のため棒受網を専業とすると加工原料がだぶ〈つき処理でき

ないことになる。凍結室を開けるためには鮮魚運搬船の就航５回数を増やすことと同時に加工

能力の増大や冷蔵、冷凍設備の設備拡充も必要である。又漁獲物の処理場（荷さばき場）が

無いため、漁獲物の水場は炎天下でもそのまま行なわれているＯせっかく漁場で鮮度保持に

努めても、水揚時に鮮度を低下させている現状である。現在父:島二見港に漁業基地建設のた

めの諸工事が行なわれている関係上早急に荷さばき場を建造することは不可能であろうが、

出来るだけ早急に荷さばき場の設置と、砕氷をベルトコンベアーで直接｢漁船に積込易閑できる

よう施設の錘充をはかる必要がある｡いⅡ_’■ｋい～■＝

ﾏﾛ

ﾎﾟ誠.`x:！
￣',
－－，｡}

1コ0

｡`･･･6..己へ.'’6”－１
"＋･氏

Ｉ
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父島二見港内水温定置観測

草一処孝一

(小笠原支庁産業課水産係）
リ

1．小笠原における水温定置観測の推移
,.･･･月．、

小笠原における水温観測は、明治４４年１月から父島二見港湾内CQ定点（図ｆ）で開始され
.＿Ⅱヘ．

‐b，1..kノ

カハただ当時の観測時刻剛2時で､､毎月5回いⅡ２１目:)塞げであ州ﾐ大正I1YPjノノｒ～……,…

１５年以降からは､毎月6回の観測となった｡以瞬昭和１５年式で観測は続けらｉｔたが､戦
」ハト;14いく》

■》時になって中断され、さらに戦後､米国の管理下に置かれたときも観測はおこなわれなかった

模様である。

昭和４４年６月、小笠原諸島の日本返還にさいし諸般の事情で観測の再開は遅れたハ同年
「“

７月より'｣､笠原支庁産業課水産係が水産試験場の依頼を受けて観洞'jを開始し、現在では１年を

経過、前年観測値との'比較も可能となり、小笠原水産業発展の'基礎資料として活用されるよう

になった。

＆

￣

２昭和４４年（７月）からの観測結果

Ⅶ）観測場所父島二見港内中央、大村防波堤突端（図１）

ハii八２！)(観測時間毎日、午前９時の１回

J〉５ﾂﾊ)観測開始日時昭和４４年７月

iFJWH)ﾄー２１日、午前９時より

:よ;I4i）観測器具、棒状水温計（ｅ)５５～(‐）

ⅢC､布目盛)、赤・-5-.1

沼式比重計Ｂ号

/,丁５）観測担当者

昭和４４年７月２１日－１２月

〃

昭和４４年１２月以降

●垣崔の定蔦

の戦前の支蔦

小林康夫

三河平治

草処孝一

図上定Ｈ榎測地息

小笠原原支庁産業課水産係技師

係長
〃

〃 技:面

－６２－



２）水温の月別変化

４４年、全般に７－１０月は平年水温より高く１１－１２月は平年水温より低かった。

最高水温は９月の２８．２℃、最低水温は１２月の２２１℃であった。

４５年、５．１１．１２月を除けば、平年水温より高かつﾌﾟｔｏ最低は５月の１１９℃、

最高は８月の２z６℃であった。平年水温との差は６月の最高1.9.C、１２月の最低1.8

℃であった。

(｡C）

評
壷
軍
記
塞
璽
配
転
釘
麹

も々
卜
、

年
鋒

“
猟

一一

(で）

＋２

＋′

ク

ープ
コ

ー２
）つ゛.`'〃

１，、《;ｊｉ､．１１いきかい￣‐！一い

(図〈2か月別〈水:．温いの変化肌、 i図５月別水温の平年水温との較差

(ａＪ

＋Ｚりり乱

卿
ｏ
〃
ａ

）Ｂワノヮ
曰くプノ乙

平年比重との較差

図４．比重の月別変化と平年比重との較差（Ｓ、４５年）
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５．文献針ノ

，東京府小笠原支庁、小笠原島水産経営i事業報告《､失正｛7《年粍癖【iざ:年度

咳.｢：ＩＤ'､､'８，.メ

]「み，１㎡ｒl今’：；,塁

定置観渦Ｉ結果

水 温 (℃）

うT手三F菫

比 重（６１５）

T了再三不;iz蕊

月
月７
８
９
０
１
２
１
２
５
４
５
６
７
８
９
０
１
２

作
１
１
１
年

年

上旬 中旬ｌ下旬 月平均 上旬 中旬 下旬｜月平均

LlJ
ヨ

轍
・
孕

２５．４１

２６．４６

２６．４７

２５９０

２５８４

２５．５６

２５．５２

２６．０７

２５．８７

２５．６８

２５．５７

２５．９４ ■ＴＴＢ

５
６
５
９
４
４
２
１
１
５
９
８

２
７
５
０
２
２
１
４
１
２
０
１

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

＋
＋
＋
一
一
＋
一
十
十
一
十
十

ゴ

珂
〆

1）観J1ll開始年月日昭和４４年７月１４日

2）平年水温は１１ケ年平均値（大正７年～昭和５年）
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